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一
月
二
十
五
日
時
点
で
八
千
三
百

万
円
を
超
え
た
。
ま
た
、
関
係
書

類
を
揃
え
て
申
請
し
た
生
徒
七
百

六
十
四
人
に
見
舞
金
「
被
災
生
徒

支
援
金
」
を
贈
呈
し
、
罹
災
証
明

書
申
請
中
の
若
干
名
を
残
す
だ
け

と
な
っ
た
（
詳
細
は
２
面
に
一
覧

表
）。

　

一
方
、
被
災
し
た
私
立
中
学
高

等
学
校
に
関
し
て
は
、
義
援
金
と

私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
原
資

に
、
被
害
額
に
応
じ
て
算
定
し
た

「
災
害
見
舞
金
」
と
、
一
律
二
十

万
円
の
「
被
災
学
校
見
舞
金
」（
熊

本
県
の
み
）
を
贈
呈
す
る
こ
と
を

決
め
、
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に

熊
本
県
十
三
校
、
福
岡
県
一
校
の

計
十
四
校
に
贈
呈
し
た
。
な
お
、

熊
本
県
・
大
分
県
に
申
請
中
・
申

請
予
定
校
が
五
校
あ
る
た
め
、
私

立
中
学
高
校
に
お
け
る
施
設
等
の

被
害
総
額
は
百
億
円
を
上
回
る
見

通
し
だ
。
今
回
の
熊
本
地
震
に
お

け
る
被
災
生
徒
・
被
災
学
校
へ
の

見
舞
金
の
総
額
は
最
終
的
に
は
一

億
一
千
万
円
を
超
え
る
見
込
み
。

本
連
合
会
で
は
、
引
き
続
き
、
各

学
校
の
文
化
祭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
の
際
に
募
金
活
動
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

高
校
生
徒
が
居
住
不
能
の
状
況
に

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の

前
例
に
倣
い
、
家
屋
が
全
半
壊
し

て
居
住
不
能
・
転
居
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
生
徒
を
対
象
に
一
律
十
万

円
の
「
被
災
生
徒
支
援
金
」
を
贈

る
こ
と
を
七
月
の
常
任
理
事
会
で

決
定
し
た
。
全
国
の
私
立
中
学
高

校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
十

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
枠
組
み

を
使
っ
て
義
援
金
の
募
集
を
開

始
、
今
年
六
月
の
常
任
理
事
会
で

は
、
熊
本
地
震
の
取
り
扱
い
内
規

を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
熊
本
県

庁
、
熊
本
県
私
立
中
学
高
等
学
校

協
会
の
協
力
を
得
て
、
私
立
中
学

高
校
に
係
る
地
震
発
生
地
域
全
般

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
七
百
人
を
超
え
る
私
立
中
学

生
じ
、
九
州
地
区
で
の
被
災
校
は

五
十
三
校
に
及
ん
だ
。

　

本
連
合
会
で
は
、
多
く
の
県
民

が
居
住
不
能
に
陥
っ
て
い
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
私

住
宅
の
全
壊
が
八
千
三
百
二
十

棟
、
半
壊
は
三
万
一
千
四
百
七
十

五
棟
に
も
上
り
、
ま
た
私
立
中
学

校
、
高
等
学
校
で
も
校
舎
が
大
き

く
損
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が

　

今
年
四
月
に
発
生
し
た
「
平
成

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
熊
本

地
震
」
は
熊
本
県
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

震
源
地
と
な
っ
た
熊
本
県
で
は

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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「熊本地震」義援金納入状況
（平成28年11月25日現在）

区分 義援金（円）学校数 その他（件） 備考
北海道 527,952 15 1 ※協会
青　森 300,000 1 ※協会
岩　手 783,538 11 1 ※協会事務局
宮　城 2,595,820 14 1 ※協会
秋　田 200,000 5 1 ※協会
山　形 295,860 1 ※協会
福　島 793,988 13
新　潟 156,190 4
茨　城 1,142,976 14 1 ※協会事務局
栃　木 500,000
群　馬 1,236,268 12
埼　玉 2,009,191 16
千　葉 1,775,244 25
神奈川 555,000 82
東　京 25,942,014 167
富　山 86,168 3
石　川 1,000,000 1 ※協会
福　井 250,000 5 1 ※協会
山　梨 533,826 3
長　野 318,728 6
岐　阜 500,000 13
静　岡 6,617,196 44
愛　知 5,610,266 38 1 ※協会事務局
三　重 420,107 2
滋　賀 571,557 11
京　都 3,963,700 39
大　阪 7,866,081 68
兵　庫 7,304,051 45
奈　良 403,395 7
和歌山 352,050 10
鳥　取 100,000 8
島　根 261,595 5
岡　山 441,338 9 1 ※協会事務局
広　島 1,411,801 8
山　口 170,797 4
徳　島 30,000 1 ※協会
香　川 50,000 1 ※協会
愛　媛 300,000 1 ※協会
高　知 336,500 9
福　岡 1,690,505 16
佐　賀 0
長　崎 359,925 8
熊　本
大　分 896,370 11
宮　崎 926,615 7
鹿児島 1,667,287 22
沖　縄 0
46都道府県 83,253,899 779 14
その他 510,000 2 ※日私学保連、中高

連事務局
合　計 83,763,899 779 16
①中高併設校は１校扱い　②その他は、協会、日私学保連外

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
被
災
生
徒
支
援
金
を
贈
ら
れ
た
私
立
中
学

高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

熊本地震

被
災
生
徒
、
被
災
校
に
見
舞
金

全
国
の
私
立
中
高
か
ら
の
義
援
金
よ
　

り
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【
鎮
西
高
等
学
校　

３
年　

男
子
】

　

４
月
の
熊
本
大
地
震
か
ら
も
う

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
地
震
が

あ
っ
た
直
後
の
こ
と
は
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
地

震
に
よ
り
自
宅
が
半
壊
と
な
り
、

引
っ
越
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
避
難
生
活
を
し
な
が
ら
の
荷

造
り
は
大
変
で
し
た
が
、
母
や
近

所
の
方
々
と
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
す
る
こ
と
で
、
精
神
的
に
少
し

楽
に
な
り
笑
顔
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
日
本
私

立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
を
通
じ

て
全
国
の
私
立
中
高
の
皆
様
よ

り
、
見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
家
財

道
具
、
電
化
製
品
の
購
入
に
充
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
他
の
場
所
で
災

害
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
率
先

し
て
協
力
し
た
い
で
す
。

【
鎮
西
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

少
し
肌
寒
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
４
月
14
日
の
熊
本
地
震
、
あ

れ
か
ら
も
う
半
年
近
く
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
度
は
、
熊
本
地
震
に
よ

る
被
災
生
徒
へ
の
義
援
金
に
募
金

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
高
校
３
年
生
で
見
舞
金
を
受

領
し
た
者
で
す
。
私
は
ま
だ
18
年

し
か
生
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
初
め

て
あ
ん
な
に
大
き
な
地
震
を
体
験

し
ま
し
た
。
２
回
目
の
大
き
な
揺

れ
の
時
は
家
の
中
に
い
ま
し
た
。

下
の
方
か
ら
回
転
し
て
突
き
上
げ

る
よ
う
な
揺
れ
方
だ
っ
た
の
で
、

家
が
崩
れ
私
は
死
ぬ
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
無
事
生
き
延
び
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
す
が
、

家
は
傾
き
、
ガ
ラ
ス
は
割
れ
、
基

礎
か
ら
被
害
を
受
け
た
た
め
い
つ

壊
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

あ
り
、
そ
の
後
、
全
壊
の
判
定
が

出
ま
し
た
。
も
う
今
ま
で
の
家
に

は
住
め
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
避
難
生
活
を
し
、
時
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

か
不
安
で
し
た
が
今
、
私
は
借
家

に
住
ん
で
い
ま
す
。
学
校
が
再
開

し
て
か
ら
、
改
め
て
勉
強
で
き
る

大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
で
き
ま

し
た
。
私
は
以
前
よ
り
も
精
神
的

に
強
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ

私学ボランティア基金「熊本地震」義援金取扱内規に基づく被災生徒支援金・被災学校見舞金
および私学ボランティア基金運営規則に基づく学校施設関係災害見舞金　申請・支給状況

　平成 28年 11月 25 日現在

学校名
（義援金）被災生徒支援金（全壊・半壊による居住
不能転居者等）第1次・第2次・第3次分＠10万円

（義援金）被
災学校見舞
金＠20万円
(円)

（私学ボランティア基金）
学校施設／災害見舞金

被害額概算申請額（円）災害見舞金（円）中学（人）高校（人）計（人） 支援金計（円）

熊
本
県

１ 鎮西中学高等学校 ９ 49 58 5,800,000 200,000 1,105,825,000 2,500,000

2 真和中学高等学校 12 33 45 4,500,000 200,000 2,583,954,000 2,500,000

3 尚絅中学高等学校 8 62 70 7,000,000 申請予定

4 九州学院中学高等学校 2 30 32 3,200,000 200,000 399,773,880 2,500,000

5 ルーテル学院中学高等学校 5 22 27 2,700,000 200,000 79,704,000 2,000,000

6 熊本信愛女学院中学高等学校 0 11 11 1,100,000 申請中

7 開新高等学校 － 68 68 6,800,000 200,000 2,467,800,000 2,500,000

8 熊本中央高等学校 － 46 46 4,600,000 200,000 30,668,566 700,000

9 慶誠高等学校 － 48 48 4,800,000 200,000 27,389,200 500,000

10 熊本国府高等学校 － 95 95 9,500,000 申請中

11 熊本学園大学付属中学高等学校 3 33 36 3,600,000 200,000 270,705,240 2,500,000

12 熊本マリスト学園中学高等学校 6 23 29 2,900,000 200,000 229,305,600 2,500,000

13 東海大学付属熊本星翔高等学校 － 118 118 11,800,000 200,000 68,006,728 1,500,000

14 文徳中学高等学校 0 43 43 4,300,000 200,000 100,971,000 2,500,000

15 八代白百合学園高等学校 － 8 8 800,000 － － －

16 秀岳館高等学校 － 15 15 1,500,000 200,000 398,790,000 2,500,000

17 玉名女子高等学校 － 2 2 200,000 200,000 9,374,400 300,000

18 有明高等学校 － 1 1 100,000 － － －

19 専修大学玉名高等学校 － 1 1 100,000 － － －

20 城北高等学校 － 10 10 1,000,000 － － －

計 45 718 763 76,300,000 2,600,000 7,772,267,614 25,000,000

福
岡
県

１ 誠修高等学校 － 1 1 100,000 － － －

2 西日本短期大学附属高等学校 － － － － － 6,860,160 300,000

計 － 1 1 100,000 － 6,860,160 300,000

大
分
県

１ 大分中学高等学校 － － － － － 申請中

2 別府溝部学園高等学校 － － － － － 申請中

合計 45 719 764 76,400,000 2,600,000 7,779,127,774 25,300,000
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た
。

　

熊
本
地
震
義
援
金
へ
の
呼
び
か

け
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
様
の
御
好
意
を
い
つ
ま
で
も
忘

れ
ず
に
心
に
留
め
、
こ
れ
か
ら
の

大
切
な
日
々
を
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
鎮
西
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

今
回
、
全
国
の
私
立
中
学
高
等

学
校
の
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者

な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
義
援
金
と
お
見
舞
い

の
言
葉
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
も
小
さ
い
時
か
ら
住
ん
で
い

た
家
が
、
全
壊
し
て
住
め
な
く
な

り
ま
し
た
。
家
族
は
、
皆
怪
我
も

な
く
元
気
で
し
た
が
、
飼
っ
て
い

た
ハ
ム
ス
タ
ー
や
金
魚
や
亀
は
地

震
で
み
ん
な
死
ん
だ
り
、
手
放
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
私
の

家
族
と
犬
だ
け
は
別
々
に
親
戚
の

家
に
避
難
し
て
、
ま
だ
、
余
震
が

続
く
毎
日
を
不
安
に
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
住
む
家
を
探
し
て
、

や
っ
と
家
が
見
つ
か
り
、
前
の
家

よ
り
ず
っ
と
遠
く
な
り
ま
し
た

が
、
家
族
全
員
で
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
は
元
気
に
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。

　

希
望
の
専
門
学
校
に
も
合
格
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、「
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
」
を
通
じ
て
全
国
の
生
徒
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　【
真
和
高
等
学
校　

２
年　

男
子
】

　

こ
の
度
は
「
熊
本
地
震
に
よ
る

被
災
生
徒
支
援
金
」
を
贈
呈
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
平
穏
な
日
々
を
奪
い
去
っ
た

４
月
の
熊
本
地
震
か
ら
、
早
半
年

が
経
ち
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
か
っ

た
生
活
も
落
ち
着
き
、
以
前
と
同

じ
よ
う
に
学
校
へ
と
通
う
こ
と
も

で
き
て
い
ま
す
。

　

前
震
が
来
た
と
き
は
、
ま
さ
に

青
天
の
霹
靂
と
い
っ
た
様
相
で
し

た
。
そ
の
時
私
は
テ
ー
ブ
ル
に
つ

い
て
食
事
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

も
う
少
し
帰
宅
が
早
け
れ
ば
、
私

は
自
分
が
い
つ
も
い
る
場
所
に
い

て
、
棚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
今
で
も
背
筋
が
寒
く

な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
家
に
残
る

こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
、
結
局
そ
の

日
は
、
近
所
の
方
と
野
外
で
朝
を

待
ち
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
は
多
く
の
方
々

が
被
害
を
受
け
、
現
在
に
至
っ
て

も
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
方
も
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
全
国
か
ら
の
支
援

は
、
震
災
で
疲
弊
し
た
精
神
を
支

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
し

た
。

　

む
ろ
ん
私
に
と
っ
て
も
、
そ
れ

は
同
様
の
こ
と
で
す
。

　

改
め
て
、
こ
の
度
の
被
災
生
徒

支
援
金
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

【
真
和
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
「
熊
本
地
震
に
よ
る

被
災
生
徒
支
援
金
」
を
贈
呈
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ

り
、
住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が

全
壊
と
判
定
さ
れ
、
引
っ
越
さ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は

こ
の
事
実
を
知
っ
て
か
ら
、「
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」と
、

勉
強
も
ま
ま
な
ら
ず
、
不
安
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
半
年
が
経
っ
た
今
で

は
、
新
し
い
所
に
引
っ
越
し
て
そ

こ
か
ら
学
校
に
通
い
、
私
に
と
っ

て
は
震
災
前
に
近
い
形
で
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
が
取
り
戻
せ

た
の
も
、
今
回
の
支
援
金
を
は
じ

め
と
す
る
全
国
か
ら
の
多
く
の
支

援
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、
こ

れ
か
ら
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

し
っ
か
り
と
勉
学
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
真
和
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
私
た
ち
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
震
直
後
、
私
の
住
む
住
居
も

大
き
く
壊
れ
、
住
む
場
所
も
な

く
、
教
科
書
や
学
習
道
具
も
取
り

出
せ
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

　

周
囲
の
環
境
も
大
き
く
変
化

し
、
不
安
に
思
う
毎
日
が
続
き
ま

し
た
が
、
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
に
励
ま
さ
れ
、
現
在
は
安
心

し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
、
将
来
は
精
神

や
障
害
の
研
究
に
携
わ
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夢
は
地

震
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

残
さ
れ
た
高
校
生
活
の
中
で
、

ま
ず
は
大
学
受
験
に
向
け
て
勉
強

を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
勉
強
に
向

か
お
う
と
い
う
気
持
ち
に
早
い
段

階
で
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
多
く
の
ご
支
援
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
温
か
い
お
気
持
ち

に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
精
一
杯
精
進
し
て
い
き
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
尚
絅
中
学
校　

１
年　

女
子
】

　

私
は
今
回
の
地
震
を
通
し
て
水

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

私
は
阿
蘇
市
一
の
宮
町
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
地
震
の
被
害
は
と

て
も
大
き
い
も
の
で
、
阿
蘇
神
社

近
く
の
仲
町
界
隈
で
は
そ
れ
ま
で

出
て
い
た
井
戸
水
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。
幼
い

頃
か
ら
馴
染
み
の
あ
っ
た
場
所
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
と
て
も

悲
し
か
っ
た
で
す
。
地
震
後
断
水

し
た
た
め
、
阿
蘇
神
社
に
避
難
し

て
自
衛
隊
の
お
世
話
に
な
り
水
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
数

日
は
お
風
呂
に
入
る
こ
と
が
で
き

ず
、
飲
み
水
も
も
ら
っ
た
水
を
大

事
に
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
飲
み
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、

飲
む
水
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ト

イ
レ
、
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
水
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
水
の
あ
り
が
た
さ
が

今
回
の
地
震
を
経
験
し
て
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
水

を
大
切
に
し
な
が
ら
生
活
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
尚
絅
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】
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は
、
震
源
の
益
城
町
か
ら
遠
い
の

で
す
が
、
大
変
な
被
害
を
受
け
、

私
が
16
年
間
住
ん
で
い
た
家
も
全

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
現

実
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
私
達
が
通
っ
て

い
る
九
州
学
院
高
校
も
同
じ
よ
う

に
被
害
に
遭
い
、
変
わ
り
果
て
た

校
舎
を
見
る
と
、
と
て
も
胸
が
痛

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
た
く

さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援
し
て
い
た

だ
き
、
少
し
ず
つ
以
前
の
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い

た
お
見
舞
金
は
、
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
九
州
学
院
高
等
学
校　３

年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
、
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
私
た
ち
へ
の
お
見
舞
い
、
義

援
金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
怖
い
経
験
を
し
ま
し

た
。
２
度
の
大
き
な
揺
れ
で
、
家

に
戻
る
こ
と
も
片
付
け
を
す
る
こ

【
九
州
学
院
高
等
学
校　１

年　

男
子
】

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
際
し

て
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
14
日
の
前
震
、
16
日
の

本
震
と
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
地

震
に
見
舞
わ
れ
、
学
校
に
も
行
け

ず
、
友
達
に
も
会
え
ず
、
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。し
か
し
、

避
難
所
の
体
育
館
で
お
手
伝
い
を

し
て
い
く
中
で
、
助
け
合
い
、
支

え
合
う
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
支
援
に
は
、
た
い
へ

ん
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
く

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
学
び
、
考
え
る
時
間

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
が
以
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ

る
よ
う
に
、
ぼ
く
た
ち
も
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
九
州
学
院
高
等
学
校　２

年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
、
熊
本
地
震
に
際
し

ま
し
て
、
義
援
金
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
は
全
く
思
い

も
寄
ら
な
い
こ
と
で
、
大
変
驚
き

ま
し
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
地
区

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
前
を
向

い
て
頑
張
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
尚
絅
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

私
は
今
回
の
熊
本
地
震
で
家
が

全
壊
し
、
ア
パ
ー
ト
に
住
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
六
人
家
族
で

使
っ
て
い
た
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
が
な
く
な
り
、
今
は
折
り
た
た

み
テ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
食
事
を
し

て
い
ま
す
。
１
人
の
ス
ペ
ー
ス
が

と
て
も
狭
く
周
り
を
意
識
し
な
が

ら
食
べ
る
た
め
、
今
ま
で
な
か
っ

た
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
他

に
も
地
震
前
と
比
べ
て
、
不
自
由

に
な
っ
た
こ
と
は
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
熊
本
地
震
で

学
ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
地
震
後
、外
に
避
難
し
た
時
、

近
所
の
人
が
み
ん
な
集
ま
り
、
家

か
ら
使
え
る
食
材
を
持
ち
寄
り
、

食
事
を
作
っ
て
い
る
姿
に
助
け
合

い
の
心
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
経
験
を

し
、
戸
惑
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
受
け

止
め
、
先
の
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。
全
国
の
私
立
中
高
の

皆
様
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ

と
へ
の
感
謝
を
、
一
日
一
日
を
大

切
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
表
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
尚
絅
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

地
震
が
熊
本
を
襲
っ
て
か
ら
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。地
震
直
後
は
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
使
え
な
く

な
り
、
車
中
泊
、
テ
ン
ト
生
活
が

１
カ
月
続
き
ま
し
た
。
当
た
り
前

の
日
常
が
一
瞬
で
奪
わ
れ
、
見
慣

れ
た
風
景
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
自

衛
隊
の
方
の
働
き
の
お
か
げ
で
、

少
し
ず
つ
気
持
ち
も
落
ち
着
き
ま

し
た
。
地
震
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん

の
も
の
を
失
い
ま
し
た
が
、
今
ま

で
感
じ
な
か
っ
た
人
と
の
絆
や
感

謝
の
気
持
ち
を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
保
育
士
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
い
た
だ
い
た
支
援
金

は
夢
を
叶
え
る
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が

う
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
尚
絅
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

同
じ
家
に
住
ん
で
い
て
、
引
っ
越

す
予
定
も
な
く
、
普
通
に
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
４
月
14
日
も
普
段

ど
お
り
学
校
で
授
業
を
受
け
、
友

達
と
話
し
た
り
弁
当
を
食
べ
た

り
、
そ
れ
ま
で
と
何
一
つ
変
わ
ら

な
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
日
の
夜
、
と
て
も
大

き
な
地
震
が
熊
本
を
襲
い
、
熊
本

は
大
変
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

私
も
テ
レ
ビ
や
机
、
家
具
、
家
ま

で
失
い
、
い
と
こ
の
家
や
祖
母
の

家
を
転
々
と
し
て
、
と
て
も
息
苦

し
い
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
生
活
が
数
カ
月
続
き
、
夏

休
み
に
入
っ
た
時
、
よ
う
や
く
借

り
ら
れ
る
ア
パ
ー
ト
が
見
つ
か

り
、
今
は
母
と
そ
こ
に
住
ん
で
い

ま
す
。

　

初
め
て
地
元
を
離
れ
、
中
学
の

友
達
と
は
会
え
な
い
で
す
し
、
土

地
勘
が
な
い
の
で
道
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
不
便
な
こ
と
だ

ら
け
で
、
前
の
生
活
に
戻
り
た
い

と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

　

２
度
の
大
き
な
地
震
に
よ
り
、

私
の
家
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
始

ま
っ
た
避
難
生
活
に
、
今
ま
で
当

た
り
前
の
よ
う
に
送
っ
て
い
た
生

活
が
ど
れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
だ
っ

た
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
は
配
給
も
足
り
ず
、
ま

と
も
な
食
事
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
周

囲
の
人
が
限
ら
れ
た
食
料
を
分
け

合
い
、
飲
み
物
を
お
年
寄
り
や
子

ど
も
た
ち
に
譲
る
姿
を
見
て
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

先
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
い

う
不
安
や
余
震
へ
の
恐
怖
も
あ
り

ま
し
た
が
、
私
も
で
き
る
こ
と
を

や
ろ
う
と
思
い
、
避
難
所
の
掃
除

や
食
事
作
り
、
子
ど
も
の
世
話
と

い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
誰
か
の
為
に
と
思
っ

て
始
め
た
の
で
す
が
、「
あ
り
が

と
う
」「
お
疲
れ
様
」
と
い
っ
た

言
葉
や
笑
顔
で
元
気
付
け
ら
れ
て

い
た
の
は
私
の
方
で
し
た
。
こ
の

経
験
か
ら
、
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
、
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る

あ
り
が
た
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
熊
本
が
早
く
復
興
す
る
よ
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の
大
風
と
大
雨
で
家
の
形
は
あ
る

も
の
の
家
の
中
で
も
傘
を
差
す
よ

う
な
状
態
が
続
き
、
し
ば
ら
く
は

家
族
全
員
精
神
的
に
ひ
ど
く
参
っ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
私
学

に
通
わ
せ
る
の
は
難
し
い
か
、
と

ま
で
一
時
期
は
考
え
も
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
全
国
の
皆
様
か
ら
の

温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
授
業
料
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
今
回
拝
受
し
ま
し
た
義
援
金
の

お
か
げ
様
で
今
迄
ど
お
り
通
学
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
当
に
皆
様
に
は
感
謝
す
る
ば

か
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
御
礼
の
言
葉
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

敬
具

【
ル
ー
テ
ル
学
院
高
等
学
校　保

護
者
】

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
際
し
て

ご
厚
情
あ
ふ
れ
る
お
見
舞
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
家
族
は
皆
無

事
で
し
た
が
、
家
屋
半
壊
で
引
越

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
１

い
よ
う
な
震
度
７
の
強
度
に
み
ま

わ
れ
家
屋
の
倒
壊
し
た
と
こ
ろ
も

あ
り
甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り
ま

す
。
わ
が
家
も
全
壊
と
な
り
し
ば

ら
く
は
み
な
し
仮
設
で
の
生
活
と

な
り
そ
う
で
す
。
と
は
い
え
、
幸

い
に
も
家
族
に
は
大
き
な
怪
我
も

な
く
全
員
無
事
で
何
よ
り
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
全
国
の
私
立

中
学
高
等
学
校
の
関
係
の
皆
様
に

は
ご
心
配
い
た
だ
き
感
謝
の
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
落

ち
着
き
ま
せ
ん
が
一
日
も
早
く
家

の
再
建
と
子
供
が
安
心
し
て
高
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

草
々

【
ル
ー
テ
ル
学
院
高
等
学
校　保

護
者
】

　

拝
啓　

秋
冷
の
候
、
時
下
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
段
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
熊
本

地
震
に
際
し
ま
し
て
の
義
援
金
並

び
に
お
見
舞
い
の
こ
と
ば
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
被
災
し
屋
根
が

崩
れ
落
ち
加
え
て
地
震
直
後
か
ら

時
に
大
地
震
が
起
こ
り
、
家
の
状

態
を
見
る
と
、
と
て
も
母
に
大
学

進
学
の
夢
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

支
援
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

私
の
大
学
進
学
の
夢
を
叶
え
る
た

め
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
支
援
金
で
、
大
学
で

使
う
教
材
な
ど
が
購
入
で
き
る
だ

け
で
も
心
の
支
え
に
な
り
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
で

き
る
だ
け
母
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
、
家
事
は
も
ち
ろ
ん
、
祖
父

母
の
お
世
話
な
ど
を
大
学
に
通
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
私
の
夢
を
叶
え
る
き
っ
か
け

を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
を
込

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
ル
ー
テ
ル
学
院
高
等
学
校　保

護
者
】

　

前
略　

こ
の
度
、
熊
本
地
震
に

際
し
ま
し
て
は
ご
厚
情
あ
ふ
れ
る

お
見
舞
、
ご
援
助
を
賜
り
、
あ
り

が
た
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
の
と

お
り
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
な

初
め
て
気
付
く
な
つ
か
し
い
も
の

に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と

に
、
普
段
私
た
ち
は
意
識
を
向
け

ず
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
大
事
な
も
の
を
失
っ

た
時
に
、
後
ろ
ば
か
り
振
り
返
っ

て
泣
い
て
い
て
も
、
何
も
始
ま
り

ま
せ
ん
。
涙
を
拭
い
て
前
を
向
い

て
歩
き
出
す
時
、
多
く
の
人
の
義

援
金
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
私
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
も
、
周
り

に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
共

に
泣
き
、
支
え
ら
れ
る
人
間
に
成

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
ル
ー
テ
ル
学
院
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

今
回
の
熊
本
地
震
と
い
う
大
災

害
を
受
け
、
熊
本
県
全
域
に
甚
大

な
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
私
の
家

も
半
壊
と
な
り
、
住
む
こ
と
が
困

難
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
絶
望

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

大
学
進
学
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

母
子
家
庭
で
中
学
生
の
弟
と
祖
父

母
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
私
は
、

で
き
る
だ
け
母
に
負
担
を
か
け
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
被
災
を
受
け
た
人
の
中

に
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
つ
い
立
を

盗
ん
で
い
く
よ
う
な
人
も
い
れ

ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
炊
き
出
し

を
し
て
く
れ
た
り
、
自
分
の
利
害

な
ど
考
え
ず
、
被
災
者
の
世
話
を

し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。
人

間
追
い
つ
め
ら
れ
た
時
に
本
性
が

見
え
る
と
言
い
ま
す
が
、
全
く
そ

の
通
り
だ
と
思
っ
た
一
方
、
ど
ん

な
逆
境
で
も
、
ま
る
で
神
様
の
よ

う
に
心
が
き
れ
い
な
ま
ま
変
わ
ら

な
い
人
も
い
る
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。

　

現
在
は
被
災
生
徒
支
援
金
の
お

か
げ
で
、
未
だ
に
片
付
け
て
い
な

い
ダ
ン
ボ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
が
、

や
っ
と
み
な
し
住
宅
で
落
ち
着
い

た
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
水
道
か
ら
水
が
出
る
あ
り
が

た
さ
、
家
族
で
料
理
を
作
っ
て
食

べ
ら
れ
る
あ
り
が
た
さ
、
夜
静
か

に
眠
れ
る
あ
り
が
た
さ
。
普
段
の

生
活
の
中
の
何
気
な
い
一
つ
一
つ

の
中
に
、
本
当
は
感
謝
し
て
も
し

足
り
な
い
く
ら
い
大
事
な
も
の
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
無
く
な
っ
て

と
も
で
き
ず
に
避
難
を
し
、
身
体

的
に
も
精
神
的
に
も
き
つ
く
辛
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
学
校
が
再
開

し
て
も
、
不
安
な
気
持
ち
で
授
業

に
集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
友
達

と
会
っ
て
も
思
い
き
り
楽
し
め
な

か
っ
た
り
す
る
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
お

見
舞
金
を
い
た
だ
き
、
周
囲
か
ら

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

気
付
き
、
前
向
き
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
お
見
舞
金
は
決

し
て
無
駄
に
せ
ず
、生
活
の
た
め
、

勉
学
の
た
め
に
使
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
ル
ー
テ
ル
学
院
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

　

熊
本
地
震
で
家
が
半
壊
し
、
一

時
は
住
む
所
も
満
足
な
食
事
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
か
ら
振

り
返
る
と
、
気
が
張
り
詰
め
て
い

た
お
か
け
で
色
々
と
大
変
な
こ
と

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
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し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
決
し
て
忘
れ

ず
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
熊
本

の
復
興
に
向
け
て
、
私
が
で
き
る

こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
開
新
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

こ
の
た
び
は
、
熊
本
地
震
に
際

し
、
全
国
の
私
立
中
高
の
皆
様
か

ら
被
災
生
徒
支
援
金
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
地
震
で
、
家
は
全
壊
と

な
り
住
む
家
も
な
か
な
か
見
つ
か

ら
ず
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た

が
、
周
り
の
方
々
に
沢
山
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
生
活
が
あ
の
地
震
に

よ
っ
て
出
来
な
く
な
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
た
り
前

の
よ
う
に
生
活
し
て
い
ま
し
た

が
、
食
の
大
切
さ
・
家
の
大
切
さ
、

ま
た
、
水
・
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
生
活
す
る
上
で

と
て
も
大
切
だ
と
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
改
め
て
思
う
こ

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
積

極
的
に
参
加
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
今
も
な
お
助
け
を
必
要
と
さ
れ

る
多
く
の
方
々
の
力
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
開
新
高
等
学
校　

２
年　

男
子
】

　

こ
の
た
び
は
全
国
の
私
立
中
高

の
皆
様
か
ら
の
支
援
金
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

４
月
の
熊
本
地
震
で
、
家
は
壁

が
落
ち
、
棚
等
も
倒
れ
、
と
て
も

住
め
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
晩
中
車
中
で
過
ご
し
、

そ
の
後
は
避
難
所
生
活
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
間
も
何
度
も
余
震
が

発
生
し
、
不
安
な
毎
日
だ
っ
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
引
越
し
を
し
て
落
ち

着
い
た
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
支
援
金
を
地
震
で

使
え
な
く
な
っ
た
学
用
品
等
の
買

い
替
え
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
生
活
で
は
、
勉

強
と
部
活
動
に
励
み
、
将
来
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
日
々
努
力

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

【
開
新
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
心
温
ま
る
お
見
舞
金

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
達
被
災
生
徒
に
と
っ
て
こ
の

お
見
舞
金
は
、
大
き
な
力
と
助
け

に
な
り
ま
し
た
。
熊
本
地
震
に
よ

る
被
害
、
影
響
は
想
像
を
は
る
か

に
超
え
、
未
だ
完
全
な
復
興
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
や
支
援
の

お
か
げ
で
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
私
は
元
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
目
標
は
、
ま
だ

は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
を
通

じ
て
少
し
ず
つ
で
も
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
、
日
々
の
学
校
生

活
を
前
向
き
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
地
震
前
の
熊
本
の
姿

に
完
全
に
復
興
で
き
る
ま
で
に

は
、
多
く
の
時
間
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。次
は
私
た
ち
も
一
緒
に
、

熊
本
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
探

２
年　

女
子
】

　

日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

熊
本
地
震
か
ら
６
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
自
宅
が
全
壊
し
、
引
っ

越
し
た
新
し
い
家
で
の
生
活
に
よ

う
や
く
慣
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
両

親
の
仕
事
場
も
全
壊
し
ま
し
た

が
、
解
体
や
基
礎
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
未
だ
、
落
ち
着
い
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
先

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
高

校
２
年
生
の
半
ば
を
迎
え
、
志
望

す
る
大
学
へ
の
思
い
が
日
一
日
と

強
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

支
援
金
の
一
部
を
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
の
費
用
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
志
望
校
は
県
外
の
国
立
大
学

で
、
今
回
の
地
震
も
あ
り
、
見
学

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

支
援
金
に
よ
っ
て
、
志
望
校
を
見

学
で
き
る
こ
と
で
、
私
の
進
学
へ

の
思
い
が
益
々
膨
ら
む
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
残
り
の
支
援
金
も
、
学
業

に
邁
進
す
る
た
め
、
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
、
自
宅
は
大
き

な
被
害
を
受
け
、
居
住
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

休
校
の
た
め
ク
ラ
ス
の
友
達
に
も

長
い
間
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
本

当
に
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
皆

様
か
ら
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
、
今
は
仮
住
ま
い
で
は
あ
り

ま
す
が
、
家
族
全
員
で
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

地
震
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
私
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ス
の
友

人
の
中
に
も
地
震
の
被
害
を
受
け

た
人
が
沢
山
い
ま
す
が
、
学
校
で

友
人
た
ち
と
過
ご
す
中
で
、
少
し

ず
つ
地
震
が
起
こ
る
前
の
日
常
が

戻
っ
て
き
つ
つ
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
や
友

人
た
ち
と
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
勉
学
や
部
活
動
な
ど
一
生
懸

命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

時
節
柄
、
ご
自
愛
専
一
に
ご
精

励
く
だ
さ
い
。

　【
熊
本
信
愛
女
学
院
高
等
学
校　

階
に
店
舗
、
２
階
に
自
宅
と
、
住

む
所
、
働
く
所
を
無
く
し
ま
し
た

が
半
年
が
経
ち
よ
う
や
く
生
活
が

落
ち
着
き
は
じ
め
ま
し
た
。
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
娘
も
学

校
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
勉
強
・
学
校
生

活
共
に
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

今
回
の
支
援
金
は
娘
が
成
長
す

る
為
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
娘
が
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
い
て

将
来
の
目
標
に
進
め
る
よ
う
に
、

地
震
に
負
け
な
い
よ
う
に
力
を
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
大
事
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
熊
本
信
愛
女
学
院
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

　

秋
涼
爽
快
の
候
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
当
地
を
襲
っ
た
熊
本

地
震
に
際
し
ま
し
て
、
全
国
の

方
々
か
ら
早
々
に
温
か
い
お
心
遣

い
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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と
の
な
い
よ
う
な
地
震
の
強
さ
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
多
く
の
犠
牲
者

の
方
が
い
た
こ
と
か
ら
、
自
然
災

害
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
４

月
14
日
に
熊
本
で
震
度
６
の
地
震

が
起
き
る
ま
で
は
、
実
際
に
自
分

が
体
験
す
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
２
回
目

に
き
た
本
震
で
私
の
家
の
中
は
足

の
踏
み
場
も
な
い
く
ら
い
物
で
あ

ふ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
壁
も
落

ち
る
ほ
ど
の
強
い
揺
れ
で
、
あ
の

時
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
光
景
が

今
、
自
分
自
身
に
起
き
て
い
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
衝
撃
的

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
助
か
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら
の
温
か
い
お
言
葉
や
支
援

物
資
の
一
つ
一
つ
が
私
た
ち
の
支

え
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
被
災
生
徒
支
援
金
を
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
学
費
や
検
定
な

ど
の
学
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
集
め
て

い
た
だ
い
た
こ
の
支
援
金
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

よ
う
な
大
き
な
地
震
は
初
め
て
で

し
た
。
最
初
の
揺
れ
は
感
じ
た
こ

と
も
な
い
よ
う
な
大
き
な
揺
れ
で

何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
避

難
訓
練
で
学
習
し
た
こ
と
は
全
く

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
揺
れ

が
収
ま
る
ま
で
ず
っ
と
動
き
回
っ

て
い
ま
し
た
。
地
震
の
時
は
ま
ず

机
の
下
に
隠
れ
る
と
い
う
こ
と
を

思
い
出
し
た
の
は
揺
れ
が
収
ま
っ

て
か
ら
で
し
た
。
本
震
が
来
た
時

は
、
荷
物
も
ま
と
め
て
お
り
、
す

ぐ
に
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

避
難
先
は
近
く
の
学
校
の
体
育

館
で
あ
り
、
４
日
間
避
難
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。
布
団
や
座
布
団

は
あ
っ
た
の
で
、
寒
さ
は
凌
げ
ま

し
た
が
余
震
が
多
く
、
揺
れ
る
た

び
に
眠
れ
ず
ほ
と
ん
ど
の
人
が
起

き
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
被
災
し
た
私
た
ち
に
支

援
金
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
熊
本
中
央
高
等
学
校　２

年　

女
子
】

　

私
は
東
日
本
大
震
災
を
テ
レ
ビ

な
ど
で
見
て
、
今
ま
で
に
見
た
こ

し
て
生
活
し
て
い
く
の
か
と
て
も

心
配
で
し
た
。
現
在
は
元
の
家
の

近
く
に
家
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
か
ら
通
学
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
被
災
し
た
自
宅
は
解

体
し
、
建
て
直
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
現
在
看
護
学
科
に
在
籍

し
、
看
護
師
に
な
る
た
め
の
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
で

は
病
院
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。
私
も
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
看
護
師
を
含
む
様
々
な
医

療
関
係
者
の
方
々
が
命
を
救
う
た

め
に
一
生
懸
命
活
動
さ
れ
て
い
る

様
子
を
見
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
、

看
護
師
に
な
り
少
し
で
も
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
今
回
の
義
援
金
を
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
勉
強

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
熊
本
中
央
高
等
学
校　１

年　

女
子
】

　

４
月
に
起
き
た
大
地
震
は
、
私

が
今
ま
で
経
験
し
た
中
で
一
番
大

き
か
っ
た
地
震
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
小
さ
な
地
震
は
時
々
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
突
き
上
げ
る

か
し
多
く
の
人
々
に
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
外
か

ら
も
多
く
の
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
来
て
い
た
だ
き
、
電
気
な
ど
の

復
旧
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
食
料
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た

り
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
当
た
り
前
だ
っ
た
家

や
食
べ
物
、
水
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
周
囲
の
人
の
心
の
温
か
さ
を

深
く
感
じ
ま
し
た
。
今
回
い
た
だ

い
た
支
援
金
は
家
の
解
体
金
等
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
か
ら
が
私
た
ち
の
新
し
い
一
歩

で
す
。
本
当
に
大
変
な
と
き
に
援

助
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
熊
本
中
央
高
等
学
校　１

年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
貴
重
な
義
援
金
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、
自

宅
は
大
規
模
半
壊
と
診
断
さ
れ
住

み
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま

し
た
。
あ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
地
震

を
初
め
て
体
験
し
、
数
日
間
は
家

に
戻
れ
ず
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

と
は
、
地
震
に
も
負
け
な
い
丈
夫

な
家
・
建
物
・
道
路
を
造
っ
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

私
は
今
、
土
木
科
で
学
ん
で
い

ま
す
が
、
将
来
土
木
関
係
の
仕
事

に
就
き
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
な
道
路
や
建
物
造

り
に
尽
力
し
、
少
し
ず
つ
で
も
社

会
や
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
に

感
謝
し
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
生
き

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
開
新
高
等
学
校　

３
年　

男
子
】

　

私
の
家
は
４
月
14
日
、
16
日
の

地
震
で
家
の
瓦
が
ほ
と
ん
ど
落
ち

て
し
ま
い
、
壁
も
崩
れ
落
ち
ま
し

た
。
16
日
に
は
雨
も
降
り
出
し
、

家
の
中
が
水
浸
し
に
な
り
、
使
え

る
も
の
は
何
も
な
く
な
っ
た
の
で

す
。

　

そ
の
日
か
ら
近
く
の
小
学
校
で

２
週
間
以
上
の
避
難
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
避
難
所
に
は
校
舎
の

中
、
体
育
館
の
中
と
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
溢
れ
た
人
た
ち
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
車
中
泊
を
し
て
い
ま
し

た
。
全
国
各
地
か
ら
届
く
支
援
物

資
、
有
名
人
の
方
の
炊
き
出
し
と

人
々
の
支
え
が
ど
れ
ほ
ど
有
り
難

い
も
の
か
、
身
を
も
っ
て
経
験
し

ま
し
た
。
学
校
が
始
ま
り
、
友
人

と
再
会
し
た
と
き
の
喜
び
、
安
心

感
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
日
常

の
生
活
が
始
ま
る
こ
と
、
当
た
り

前
の
生
活
が
始
ま
る
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
支
援
金
を
支
給
し
て

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
支
援
金
の
お

陰
で
高
校
生
活
を
無
事
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
御

恩
を
胸
に
最
後
の
学
年
を
充
実
さ

せ
、
勉
学
に
励
み
、
立
派
に
卒
業

式
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

【
開
新
高
等
学
校　

３
年　

男
子
】

　

私
た
ち
の
た
め
に
全
国
の
私
立

中
高
の
皆
様
か
ら
の
支
援
金
を
贈

呈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
で
、

家
屋
が
全
半
壊
し
た
り
多
く
の

人
々
が
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
し

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
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変
な
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
ん

だ
と
思
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
話
す
と
自
然
と
笑
顔
に
な

り
、
元
気
が
で
た
。

　

少
し
ず
つ
余
震
も
な
く
な
っ
て

き
た
が
油
断
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
熊
本
地
震
で
日
常
が
非
日
常

に
変
わ
っ
た
。
住
む
場
所
も
な
く

な
り
、
県
外
に
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
た
人
も
い
る
。
ま
だ

不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
方
も

い
る
。

　

で
も
、
私
は
こ
の
地
震
で
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
家
族
や

友
達
、
大
切
な
人
が
い
つ
い
な
く

な
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
。
毎
日

を
大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
熊
本
地

震
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら

れ
、
助
け
ら
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

そ
し
て
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

熊
本
は
ま
だ
ま
だ
大
変
で
す
が
、

助
け
ら
れ
た
分
、
こ
れ
か
ら
は
私

た
ち
が
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
家
族
を
大

切
に
し
、
そ
し
て
困
っ
て
い
る
人

な
ど
見
か
け
た
ら
自
分
か
ら
進
ん

で
手
伝
い
、
助
け
て
あ
げ
た
い
と

パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
も
、
母
と
一
緒
に
い
る
の
で

笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
お
見
舞

金
は
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
学
や
部

活
で
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
慶
誠
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

あ
の
日
、
当
た
り
前
の
生
活
が

一
瞬
に
し
て
恐
怖
の
毎
日
に
変

わ
っ
た
。夜
も
な
か
な
か
眠
れ
ず
、

車
中
泊
や
避
難
所
生
活
に
な
っ

た
。
夜
中
に
津
波
警
報
が
出
た
時

は
、
震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

今
ま
で
に
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大

変
だ
っ
た
。
友
達
に
も
会
え
ず
、

学
校
に
も
行
け
な
い
。
み
ん
な
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て
無
事
を
確
認

し
た
。毎
日
揺
れ
て
水
も
出
な
い
。

家
も
お
店
も
道
も
何
も
か
も
が
被

害
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
で
も
全

国
か
ら
の
支
援
物
資
、
そ
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、
熊
本

は
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
助
け
て

も
ら
っ
た
。
不
安
な
と
き
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
地
域
の
方
々

と
お
話
を
し
た
り
す
る
だ
け
で
大

の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
看
護
の
勉

強
に
力
を
入
れ
、
看
護
師
と
し
て

た
く
さ
ん
の
人
を
救
う
べ
く
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
の
私
立
中
高
の
皆
様
よ
り

義
援
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
慶
誠
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

　

私
の
母
は
、
昔
か
ら
肺
が
弱
い

人
で
す
。
震
災
の
と
き
も
緊
張
と

恐
怖
で
過
呼
吸
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。
私
も
母
と
同
じ
よ
う
に

小
さ
い
頃
か
ら
、
気
管
や
の
ど
、

肺
が
弱
い
で
す
。
震
災
で
避
難
し

た
場
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
い
る
部
屋
で
寝
て
い
た
の
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
地
震
で
健
康
も
奪
わ
れ

ま
し
た
。

　

で
も
、
震
災
で
得
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
私
は
今
ま
で
自
分
の
部

屋
に
閉
じ
こ
も
り
、
家
族
と
会

話
を
出
来
な
い
日
が
あ
っ
た
り
、

偏
っ
た
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
が
あ
っ
て
か
ら
、

部
屋
が
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
で
朝

か
ら
挨
拶
を
し
た
り
、
一
緒
に
食

事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
、
や
っ
と
避
難
所
を
出
て
ア

金
は
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

【
熊
本
中
央
高
等
学
校　３

年　

女
子
】

　

私
は
今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
８
月
上

旬
ま
で
避
難
所
で
の
生
活
が
続
き

ま
し
た
。
他
人
と
の
生
活
、
続
く

余
震
と
慣
れ
な
い
環
境
に
疲
れ
も

と
れ
ず
、
ど
こ
に
い
て
も
休
ま
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
の
見
え
な
い
不
安
か
ら
、
ま
た

以
前
の
よ
う
に
学
校
に
通
え
る
の

か
、
看
護
科
で
あ
る
私
は
２
週
間

の
病
院
実
習
を
や
り
遂
げ
ら
れ
る

の
か
と
不
安
が
募
る
ば
か
り
で
し

た
。
し
か
し
、
学
校
の
先
生
方
が

制
服
や
教
科
書
を
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
友
人
か
ら
励
ま
し
の

言
葉
を
も
ら
っ
た
り
、
ま
た
支
援

金
の
贈
呈
な
ど
、
様
々
な
人
に

様
々
な
面
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
現
在
は
新
し
い
家
へ

と
移
り
、
少
し
ず
つ
元
の
生
活
に

戻
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
支
え
て
い
た
だ
い
た
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
熊
本
地
震

く
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
熊
本
県

は
平
成
11
年
の
台
風
18
号
で
一
度

高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
た

の
で
、
私
は
心
配
で
し
た
。
友
達

や
家
族
に
電
話
し
て
も
全
く
繋
が

ら
ず
安
否
を
確
認
す
る
こ
と
も
う

ま
く
い
か
ず
、
家
族
、
友
達
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
益
城
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
て
、
こ
れ
が
熊
本
か

と
目
を
疑
う
ほ
ど
で
し
た
。
全
国

各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
、
支
援
物
資

を
い
た
だ
き
、
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。断
水
、停
電
の
中
ど
う
や
っ

て
生
活
し
た
ら
い
い
の
か
も
わ
か

ら
ず
、そ
ん
な
時
、自
衛
隊
の
方
々

の
給
水
で
な
ん
と
か
飲
み
水
を
確

保
で
き
、本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
普
通
に
生
活
で
き

る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
、
家
族
、

友
達
の
大
切
さ
、
学
校
生
活
が
ど

れ
だ
け
大
事
な
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
学
校
も
３
週
間

休
校
で
学
習
が
進
ま
ず
不
安
で
し

た
。
家
は
取
り
壊
し
、
新
し
く
建

て
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。両
親
は
、

今
ま
で
以
上
に
経
済
的
な
負
担
が

大
き
く
な
る
の
で
、
今
回
の
支
援

て
、
次
は
私
が
誰
か
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

【
熊
本
中
央
高
等
学
校　２

年　

女
子
】

　

４
月
14
日
、
自
分
の
部
屋
で
１

人
で
勉
強
し
て
い
た
時
、
突
然
大

き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
生

ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
と
て
も

怖
か
っ
た
で
す
。
す
ぐ
キ
ッ
チ
ン

に
あ
る
大
き
な
台
の
下
に
駆
け
込

み
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
揺
れ
が
続

く
中
、全
身
の
震
え
が
止
ま
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
死
ぬ
の
か
な
と
も
思
い

ま
し
た
。
家
の
外
に
出
て
み
る
と

近
所
の
人
達
が
集
ま
っ
て
い
た
の

で
少
し
安
心
し
、
皆
が
無
事
で
良

か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
震
は
収
ま
ら
ず
、
そ

の
日
は
車
中
泊
を
し
ま
し
た
。
そ

の
次
の
夜
、
い
と
こ
の
家
に
避
難

し
、
皆
で
寝
て
い
る
時
に
本
震
が

来
ま
し
た
。
２
度
目
の
震
度
７
、

津
波
警
報
。
私
の
家
の
す
ぐ
近
く

に
は
海
が
あ
り
、
津
波
が
来
る
か

ら
高
い
所
に
行
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
、
車
で
山
に
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
し
か
し
大
き
い
道

路
は
車
で
溢
れ
返
っ
て
お
り
、
全
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２
年　

男
子
】

　

今
回
４
月
に
起
き
た
熊
本
地
震

で
被
災
し
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

中
で
も
、
家
屋
調
査
に
来
ら
れ

た
県
外
の
方
が
、
時
間
の
無
い
中

一
人
ひ
と
り
熱
心
に
話
を
聞
い
て

下
さ
る
姿
を
見
て
、
自
分
が
同
じ

立
場
に
立
っ
た
時
、
果
た
し
て
同

じ
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
私
の
将
来
の
夢
は
地
方
公
務

員
に
な
る
こ
と
で
す
。
熊
本
地
震

後
は
特
に
こ
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。
私
が
地
方

公
務
員
に
な
る
夢
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
私
自
身
が
生
ま
れ

育
っ
た
熊
本
を
地
震
前
よ
り
さ
ら

に
住
み
や
す
く
、
一
人
ひ
と
り
が

愛
着
を
も
つ
こ
と
の
で
き
る
町
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
学
力
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
人
間
的
に
も
成
長
す
る

た
め
の
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。そ
れ
を
一
つ
ず
つ
克
服
し
て
、

必
ず
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
夢
の
実

現
へ
の
一
歩
と
な
る
と
思
う
の

　

母
と
弟
の
３
人
家
族
で
あ
る
私

は
、
長
男
と
し
て
家
族
を
守
る
こ

と
に
強
い
使
命
感
を
抱
き
、
恐
怖

で
張
り
裂
け
そ
う
な
思
い
を
抑
え

て
３
週
間
も
の
避
難
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
看
護
師
と
し
て
働
く
母

は
仕
事
も
休
め
ず
、
そ
の
分
私
は

家
族
の
為
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

行
動
し
ま
し
た
。
近
く
の
ア
パ
ー

ト
に
入
居
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

久
々
に
家
族
３
人
で
夜
を
過
ご
し

た
時
は
、
と
て
も
ホ
ッ
と
し
た
気

持
ち
に
な
る
と
同
時
に
幸
せ
を
感

じ
ま
し
た
。
私
は
小
学
校
か
ら

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
お
り
、
現
在

は
将
来
に
向
け
て
文
武
両
道
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
重
な
４
月

の
経
験
に
よ
り
、
人
と
の
つ
な
が

り
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
有
り
難
さ
、

何
よ
り
命
あ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
い
た
だ
い
た
全

国
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
支
援
、
そ

の
他
数
々
の
支
援
を
し
て
下
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
を
決
し
て
忘
れ

ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
熊
本
国
府
高
等
学
校　

と
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
う
こ
と

で
精
神
的
に
も
楽
に
な
っ
て
い
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
地
震
で
大
規
模
半
壊

と
な
り
、
取
り
壊
し
に
な
り
ま
し

た
。
取
り
壊
し
の
途
中
の
家
を
見

に
行
っ
た
と
き
、
と
て
も
寂
し
く

涙
が
で
ま
し
た
。
見
慣
れ
た
景
色

が
地
震
の
前
と
後
で
違
う
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に

し
、
心
が
痛
か
っ
た
で
す
。
そ
れ

か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

支
援
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
少
し
ず

つ
復
旧
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
支
援
金
を
い
た
だ
き
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ま
だ
ま
だ
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
支
援
金
を
支
え
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
熊
本
国
府
高
等
学
校　１

年　

男
子
】

　

今
年
の
４
月
に
私
は
生
ま
れ
て

初
め
て
大
地
震
と
い
う
辛
い
経
験

を
し
ま
し
た
。

　

14
日
の
前
震
は
家
族
と
夕
食
中

に
、
16
日
の
本
震
は
就
寝
中
に
起

き
ま
し
た
。

か
ら
な
い
く
ら
い
恐
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
の
生
活
は
水
道
水
も
濁
っ

て
し
ま
い
、
飲
食
の
為
の
水
を
確

保
す
る
の
に
、
ス
ー
パ
ー
に
、
一

時
間
以
上
並
ん
だ
。
家
も
、
も
う

住
め
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
新
し
い
場
所
に
引
っ
越
す
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
何
も
考

え
ず
に
使
っ
て
い
た
水
、
食
べ
物

が
あ
る
こ
と
、
帰
る
家
、
家
族
、

周
り
の
人
の
存
在
が
、
ど
れ
だ
け

大
切
な
の
か
気
づ
く
こ
と
が
出
来

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
何
事
に
も
、
感
謝
し

て
い
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ

の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
分

ま
で
、
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
き

た
い
。

【
慶
誠
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

私
は
、
今
回
熊
本
地
震
に
よ
り

多
く
の
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。

突
然
の
出
来
事
で
最
初
の
頃
は
何

が
起
き
た
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
し
た
。
自
分
の
家
を
離
れ
避
難

先
で
過
ご
し
て
い
る
間
は
、
元
の

生
活
に
戻
る
こ
と
は
で
き
る
の
か

な
ど
不
安
な
気
持
ち
が
続
き
ま
し

た
。し
か
し
、家
族
や
地
域
の
方
々

す
る
こ
と
を
諦
め
ず
に
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
私
は

保
育
士
と
い
う
職
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

進
学
し
て
一
生
懸
命
勉
強
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
支
援

金
は
進
学
す
る
際
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

【
慶
誠
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

私
は
、
熊
本
地
震
に
遭
い
、
改

め
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
ど
れ

だ
け
大
切
な
の
か
、
身
を
も
っ
て

感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
度
目
の
前
震
の
時
、
私
は
、

妹
と
母
と
車
に
乗
っ
て
い
た
。
す

ぐ
に
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
テ
レ

ビ
や
棚
は
倒
れ
て
、
家
の
中
の
色

ん
な
物
が
散
乱
し
て
い
た
。
こ
の

時
、
妹
が
た
ま
た
ま
車
に
乗
っ
て

い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

た
。
そ
れ
か
ら
は
、
被
害
の
少
な

か
っ
た
祖
母
の
家
に
避
難
し
た
。

こ
う
な
る
こ
と
は
予
想
も
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
次
の
日
の

本
震
。
何
が
起
き
て
い
る
の
か
分

思
い
ま
す
。

　

４
月
14
日
の
出
来
事
は
一
生
忘

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
。
熊
本
は

こ
れ
か
ら
「
が
ま
だ
し
て
」
元
の

熊
本
に
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
県
外
か
ら
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

【
慶
誠
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

私
は
熊
本
震
災
が
き
っ
か
け
で

家
を
失
い
ま
し
た
。
家
は
す
ぐ
に

解
体
さ
れ
、
私
は
引
っ
越
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き

は
、
い
ろ
ん
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
進
路
に
つ
い
て
と

て
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
進
路
決

定
を
目
前
に
控
え
て
い
て
、
進
学

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
震
災
が
起
き
、
経
済
面
で
も

苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の

で
、
進
学
す
る
の
は
無
理
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

に
、
全
国
の
私
立
中
高
の
皆
様
か

ら
の
支
援
金
を
い
た
だ
き
、
進
学

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
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ま
す
。
家
が
建
つ
に
は
あ
と
２
年

ほ
ど
か
か
り
そ
う
で
す
。
祖
母
は

小
さ
い
頃
か
ら
益
城
町
で
育
っ
た

の
で
、
元
気
な
う
ち
に
一
緒
に
益

城
町
に
帰
り
た
い
で
す
。そ
し
て
、

犬
と
も
ま
た
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

で
す
。
い
た
だ
い
た
お
金
は
学
校

生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
等
学
校

　

２
年　

男
子
】

　

人
生
で
一
度
も
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
地
震
に
２
回
も
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
被
害

は
大
き
く
、
今
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き

な
い
生
活
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

私
は
自
分
の
家
に
も
住
め
ず
、
祖

父
母
の
家
で
半
年
間
過
ご
し
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
生
活
に
最
初
は
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
い
つ
に
な
れ
ば
元
の
生
活
に

戻
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
悪
い

こ
と
が
あ
っ
た
一
方
で
良
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
を

機
に
祖
父
母
と
の
距
離
が
と
て
も

近
づ
き
ま
し
た
。
祖
父
母
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
他
に

当
に
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
思
い
が
つ
ま
っ
た
支

援
金
は
、
も
ち
ろ
ん
家
の
修
復
な

ど
、
物
理
的
な
復
興
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

に
、
心
の
修
復
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
思
い
が
つ

ま
っ
た
こ
の
支
援
の
お
か
げ
で
、

心
ま
で
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
支
援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
等
学
校

　

１
年　

女
子
】

　

私
は
益
城
町
に
住
ん
で
い
た
の

で
、
１
回
目
の
地
震
で
家
に
住
め

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家

族
は
全
員
無
事
で
し
た
。
２
回
目

の
地
震
の
後
に
近
所
の
人
た
ち
と

避
難
所
に
行
き
ま
し
た
。
当
た
り

前
の
生
活
が
送
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
普
通
に
生

活
が
で
き
て
い
た
こ
と
に
あ
り
が

た
み
を
感
じ
ま
し
た
。
被
災
し
て

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に

な
っ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
は
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
、

私
と
両
親
と
祖
母
の
４
人
で
住
ん

で
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
で
は
犬
は

飼
え
な
い
の
で
親
戚
に
預
け
て
い

し
て
、
救
急
救
命
士
に
な
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
い
た
だ
い

た
支
援
金
は
そ
の
進
学
費
用
や
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
校　

２
年　

男
子
】

　

今
回
の
地
震
で
は
、
様
々
な
困

難
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
に
最
も
助
け
に
な
っ
た
の

は
、
み
な
さ
ん
の
支
援
で
す
。
避

難
所
に
届
い
た
食
料
を
見
た
と
き

は
感
謝
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
そ
し
て
全
国
の
私
立
中
高
の

皆
様
か
ら
の
支
援
金
も
私
の
普
段

の
生
活
を
取
り
戻
す
の
に
大
変
力

に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
恩
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
災
害
、
特
に
地
震
は
い
つ
ど

こ
で
発
生
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
必
ず
ど
こ
か
で

発
生
し
ま
す
。そ
う
い
う
と
き
に
、

今
回
の
恩
を
思
い
出
し
、
自
分
に

出
来
る
こ
と
、
力
に
な
れ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
全
力
で
支
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
支
援
金
は
本

う
こ
と
が
で
き
、
少
し
ず
つ
で
す

が
、
普
段
の
生
活
に
戻
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
よ
う
と
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
金
で
そ
の
よ
う
に
普

段
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
、
私
は
人
の
心
の
温
か
さ
を
感

じ
た
り
、
こ
れ
か
ら
復
興
に
向
け

て
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
次
は
自
分
が

困
っ
て
い
る
人
や
、
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
人
を
救
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
熊
本
国
府
高
等
学
校　３

年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
、
全
国
の
私
立
中
高

の
皆
様
よ
り
支
援
金
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
時
、
私
は
初
め
て

大
き
な
揺
れ
を
経
験
し
、
死
ぬ
か

と
思
う
ほ
ど
と
て
も
怖
く
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
か
と
て
も
不
安

で
し
た
が
、
周
り
の
大
勢
の
方
の

お
か
げ
で
よ
う
や
く
今
、
自
分
の

生
活
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
と

と
も
に
、
改
め
て
た
く
さ
ん
の
子

供
た
ち
に
も
そ
れ
ら
を
伝
え
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
家
族
共
に
生
活
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
勉
学
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
、
自
分
の
夢

に
向
か
っ
て
、
よ
り
一
層
精
進
し

過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

【
熊
本
国
府
高
等
学
校　３

年　

女
子
】

　

４
月
16
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
の
地
震
が
熊
本
を
襲
い
ま
し

た
。
家
が
崩
れ
、
私
達
は
住
む
場

所
が
な
く
な
る
の
と
同
時
に
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
、
非
常

に
不
安
で
し
た
。
祖
母
の
家
に
避

難
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
く
住

む
家
が
見
つ
か
ら
ず
焦
る
気
持
ち

は
募
り
、
水
や
食
料
切
れ
に
苦
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
警
察
・
消

防
の
方
々
の
お
か
け
で
、
支
援
物

資
が
届
き
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、

復
興
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
支
援
金
を
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
す
べ
て
割
れ
て
使

え
な
く
な
っ
た
食
器
や
家
具
を
買

で
、
真
摯
に
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
熊
本
国
府
高
等
学
校　２

年　

女
子
】

　

先
日
は
支
援
金
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
た

く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま
し
た
。

半
年
が
経
っ
た
今
も
ま
だ
南
阿
蘇

村
の
自
宅
は
あ
の
日
の
ま
ま
で

す
。
本
震
が
あ
っ
た
４
月
16
日
か

ら
１
週
間
ほ
ど
孤
立
状
態
に
あ
り

ま
し
た
。
近
所
の
方
々
と
支
え

合
っ
て
生
活
し
、
人
の
温
か
み
や

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
将
来
、
私
の
生
ま
れ
育
っ

た
美
し
く
自
然
豊
か
な
南
阿
蘇
村

に
戻
り
、
音
楽
の
先
生
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
中
学

１
年
生
の
と
き
か
ら
吹
奏
楽
部
に

所
属
し
て
お
り
、
私
自
身
が
音
楽

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
後
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
た
際
の
観
客
の

方
々
の
笑
顔
や
涙
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
回
、
音
楽
の
楽
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
、
力
を
実
感
す
る
と
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す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
と
て
も
強

い
揺
れ
が
家
を
襲
い
私
の
家
は
全

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、

幸
い
家
族
に
は
怪
我
一
つ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
余
震
も

続
き
不
安
だ
っ
た
の
で
親
戚
の
家

に
一
時
避
難
し
、
今
で
は
地
震
前

と
同
じ
く
ら
い
楽
し
く
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
家
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん

が
、
く
よ
く
よ
せ
ず
に
家
族
一
丸

と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
、

前
を
向
い
て
進
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
今
回
の
地
震
で
色
々
な
も

の
を
失
い
ま
し
た
が
、
得
た
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

人
の
心
の
温
か
さ
で
す
。
見
舞
金

や
多
く
の
県
か
ら
届
い
た
物
資

は
、
ど
れ
も
気
持
ち
が
込
も
っ
た

も
の
で
し
た
。
私
は
そ
れ
ら
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
多
大
な
見
舞
金
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
高
等
学
校

　

１
年　

女
子
】

な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
中
で
も
一
番
の
変
化
は
、
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
我
が
家
に

住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
す
。
私
は
何
の
根
拠
も
な
か
っ

た
も
の
の
、
私
が
こ
れ
か
ら
も
生

活
し
て
い
く
家
は
こ
こ
だ
！
と
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
な
の
で
、

そ
の
分
、
家
が
半
壊
の
判
定
を
下

さ
れ
た
時
は
と
て
も
辛
い
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
地
震
が
私
た
ち

に
も
た
ら
し
た
影
響
と
い
う
の
は

マ
イ
ナ
ス
な
も
の
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
色
々

な
も
の
と
の
「
繋
が
り
」
で
す
。

他
県
・
他
国
か
ら
の
支
援
金
や
支

援
物
質
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
こ
れ
ら
は
人
と
人
と
の

繋
が
り
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
経
験
か
ら
、
私
は
他
人

か
ら
支
え
ら
れ
、
そ
し
て
自
ら
も

誰
か
を
支
え
生
き
て
い
る
と
気
づ

き
ま
し
た
。
繋
が
り
に
感
謝
し
な

が
ら
、
今
後
様
々
な
こ
と
に
励
ん

で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

【
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
中
学
校　

３
年　

女
子
】

　

今
回
の
熊
本
地
震
に
対
す
る
義

援
金
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

一
戸
建
て
で
は
必
要
な
か
っ
た
駐

車
場
代
や
、
遠
く
な
っ
た
母
の
職

場
へ
の
交
通
費
、
さ
ら
に
は
家
の

ロ
ー
ン
な
ど
、
出
費
は
い
や
増
す

ば
か
り
で
す
。
家
の
再
建
も
な
か

な
か
目
処
が
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
今
回
の
お
見
舞
金

は
、
金
銭
的
な
援
助
に
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
な
面
で
も
見

通
し
の
立
た
な
い
生
活
に
希
望
が

持
て
た
と
い
う
点
で
、
大
き
な
支

援
と
な
り
ま
し
た
。
安
心
は
何
よ

り
も
よ
い
薬
で
す
。
私
は
受
験
生

で
す
が
、
や
は
り
経
済
的
な
支
え

の
あ
る
な
し
で
、
勉
強
に
臨
む
と

き
の
落
ち
着
き
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
私
は
こ
の
安
心
を
も
っ
て
受

験
に
臨
み
、
見
事
志
望
校
へ
の
合

格
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
等
学
校

　

３
年　

女
子
】

　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
日
常
で
あ
っ
た

色
々
な
こ
と
が
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
例
え
ば
、
お
風
呂
や
ト

イ
レ
を
利
用
で
き
る
こ
と
や
、
充

分
な
食
べ
物
や
飲
み
物
が
あ
る
こ

と
を
「
当
た
り
前
」
と
思
わ
な
く

る
の
は
私
た
ち
家
族
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
の
方
も
小
さ
い
子
供

も
ペ
ッ
ト
連
れ
の
方
も
身
体
の
不

自
由
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
城
北
小
学
校
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
募
集
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、「
何
か
せ
ね
ば
、
出

来
る
こ
と
は
な
い
の
か
」
と
い
う

衝
動
に
駆
ら
れ
、
元
気
な
小
学
生

の
子
供
達
と
共
に
配
給
を
手
伝
っ

た
り
、
校
内
の
掃
除
を
し
た
り
と

い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
支
援
金
で
あ
る

10
万
円
は
私
に
と
っ
て
大
金
で

す
。支
援
金
を
い
た
だ
い
た
と
き
、

３
週
間
の
避
難
生
活
で
の
貴
重
な

体
験
と
、
祖
父
の
家
で
過
ご
し
た

半
年
間
、
我
が
家
の
外
見
の
悲
惨

な
状
態
を
思
い
出
し
、
こ
の
支
援

金
は
絶
対
に
無
駄
に
は
で
き
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
等
学
校

　

３
年　

男
子
】

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
、
我
が
家

は
半
壊
の
被
害
を
受
け
、
柱
の
歪

み
と
地
震
後
の
雨
漏
り
で
全
く
住

め
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
在
は
み
な
し
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で

受
け
ま
し
た
。
半
壊
と
い
う
認
定

を
受
け
た
後
も
余
震
は
続
き
、
壁

に
も
ひ
び
が
増
え
て
い
っ
た
と
こ

ろ
で
、
つ
い
に
大
規
模
半
壊
と
い

う
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
ま
た
揺
れ
が

来
る
の
か
わ
か
ら
な
い
不
安
に
加

え
て
、
家
を
建
て
直
す
費
用
や
、

家
具
代
、
引
っ
越
し
代
な
ど
の
心

配
も
増
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

に
、
お
見
舞
金
を
受
け
取
り
、
心

に
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
等
学
校

　

２
年　

女
子
】

　

４
月
16
日
、
熊
本
で
２
度
目
の

地
震
が
起
き
ま
し
た
。
私
が
住
ん

で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
２
度
目

の
地
震
で
全
壊
に
近
い
半
壊
に
な

り
、
住
め
な
い
と
い
う
意
味
の
赤

紙
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。
赤
紙
が
貼

ら
れ
て
い
る
間
、
私
は
城
北
小
学

校
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
３
週

間
を
小
学
校
の
校
舎
で
過
ご
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
避
難
し
て
い

も
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
支

援
の
お
か
げ
で
不
自
由
な
い
生
活

が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
見
舞
金
も
そ
う
で
す

し
、
県
外
か
ら
の
支
援
物
資
な
ど

に
も
胸
を
打
た
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
改
め
て
人

間
の
素
晴
ら
し
さ
や
温
か
さ
に
気

付
き
ま
し
た
。
熊
本
地
震
は
私
た

ち
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
お
か
げ
で
私

は
成
長
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

【
熊
本
学
園
大
学
付
属
高
等
学
校

　

２
年　

女
子
】

　

今
回
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
全

国
の
私
立
中
高
の
皆
様
か
ら
義
援

金
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
家
は
、
熊
本
市
西
区
に
あ

り
、
築
百
年
と
い
う
と
て
も
古
い

家
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
熊

本
地
震
を
経
験
し
た
と
き
は
、
耐

震
構
造
の
他
の
家
と
違
い
、
家
が

す
ご
く
揺
れ
た
た
め
、
本
震
の
時

に
は
車
中
泊
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
地
震
か
ら
少
し
経
っ
て
私

た
ち
の
家
は
半
壊
と
い
う
認
定
を

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
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た
め
少
し
安
心
し
た
。
自
宅
は
全

壊
、
祖
父
母
宅
は
大
規
模
半
壊
と

な
り
、
私
の
思
い
出
の
場
所
は
一

瞬
に
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

そ
の
後
、
避
難
所
で
35
日
間
を

過
ご
し
た
。
不
便
な
こ
と
は
多

か
っ
た
が
、
避
難
所
に
は
同
級
生

や
、
先
輩
、
後
輩
な
ど
の
仲
間
が

い
た
。
仲
間
と
と
も
に
私
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。
私
た
ち

が
何
か
を
す
る
こ
と
で
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
だ
け

で
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

く
れ
る
人
が
い
る
だ
け
で
、
不
安

が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
い
く
の
を
感

じ
た
。
以
前
は
普
通
に
で
き
て
い

た
こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

な
い
と
わ
か
っ
た
。
今
は
両
親
が

必
至
に
な
っ
て
探
し
て
く
れ
た
隣

町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
暮
ら
し
て
い

る
。
徐
々
に
新
し
い
暮
ら
し
に
も

慣
れ
て
き
た
が
、
や
っ
ぱ
り
、
一

日
で
も
早
く
仲
間
が
い
る
も
と
の

町
に
、
も
と
の
家
に
戻
り
た
い
。

【
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校

　

３
年　

男
子
】

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
、
自
宅
は

大
規
模
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
心
が
だ
ん
だ
ん
楽
に
な
り
ま

し
た
。
地
震
直
後
は
水
や
食
料
品

な
ど
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

他
県
の
方
々
か
ら
の
支
援
で
、
益

城
町
で
は
み
ん
な
に
し
っ
か
り

食
べ
物
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な

り
、
徐
々
に
活
気
が
出
て
き
ま
し

た
。
本
当
に
辛
い
経
験
を
し
ま
し

た
が
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。

【
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校

　

２
年　

女
子
】

　

４
月
14
日
、
部
活
を
終
え
て
帰

宅
し
、
夕
食
を
食
べ
終
え
た
と
き

に
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い

強
い
揺
れ
を
感
じ
た
。
そ
の
日
は

消
防
署
の
体
育
館
で
一
夜
を
過
ご

し
た
。
疲
れ
て
い
た
が
眠
れ
な

か
っ
た
。
翌
日
か
ら
祖
父
母
の
家

に
避
難
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
深
夜

前
よ
り
も
更
に
大
き
な
地
震
に
襲

わ
れ
た
。
家
が
き
し
ん
で
「
逃
げ

な
き
ゃ
」
と
思
い
家
を
飛
び
出
し

た
。
避
難
所
に
な
っ
て
い
た
近
所

の
小
学
校
の
体
育
館
に
行
く
と
、

そ
こ
に
祖
父
母
も
避
難
し
て
き
た

車
場
で
車
中
泊
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
16
日
の
本
震
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
車
内
で
寝
て
い

て
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
夜
明
け
前
か
ら

近
所
の
小
学
校
に
避
難
し
、
そ
の

日
か
ら
１
週
間
、
断
水
と
食
べ
る

物
の
無
い
状
況
に
耐
え
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
震
災
で
得
た
教
訓
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
何
事
に
も
焦
ら
ず
、

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
で
す
。
今
は
私
の
近
所
の
店

な
ど
も
復
興
し
て
少
し
ず
つ
で
す

が
も
と
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
日
常
の
大
事
さ
を
し
み
じ

み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校

　

１
年　

男
子
】

　

僕
は
こ
の
熊
本
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
益
城
町
に
住
ん
で

い
ま
す
。
こ
こ
で
た
く
さ
ん
の

悲
し
く
、
辛
い
経
験
を
し
ま
し

た
。
益
城
町
は
熊
本
地
震
の
前
震

だ
け
で
た
く
さ
ん
の
家
が
倒
壊
し

ま
し
た
。
僕
の
家
の
周
辺
も
倒
壊

し
た
家
が
多
く
出
て
、
そ
の
と
き

は
本
当
に
心
が
苦
し
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
所
の
人
た
ち
や

が
手
に
入
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

避
難
所
に
行
っ
て
も
支
援
物
資
を

得
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
や
む
を

得
ず
福
岡
の
方
ま
で
食
料
を
調
達

し
に
行
く
日
々
が
数
日
続
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
は
改
め
て
、
防
災

の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
で
は
余
震
も
減
り
、
一
歩
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
に
復
興

に
向
け
て
前
進
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
ご
報
告
ま
で
に
お
見
舞

い
の
お
礼
を
致
し
た
次
第
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校

　

１
年　

男
子
】

　

４
月
14
日
、
僕
は
ち
ょ
う
ど
ご

飯
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

強
い
揺
れ
が
来
て
、
僕
の
部
屋
の

中
は
新
し
い
教
科
書
が
散
乱
し
、

鏡
が
割
れ
た
り
と
、
と
て
も
現
実

と
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
荒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
電
気
は

通
っ
て
い
た
も
の
の
、
水
は
断
水

し
て
お
り
、
と
に
か
く
家
の
中
に

あ
る
飲
み
物
な
ど
を
か
き
集
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
僕
は
家
の
中
に

は
居
ら
れ
な
い
の
で
、
大
き
な
駐

　

ま
ず
は
、
ご
報
告
か
た
が
た
お

見
舞
い
の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
時
節
柄
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

【
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
高
等
学
校

　

２
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
熊
本
地
震
に
つ
き
ま

し
て
、
多
大
な
見
舞
金
を
い
た
だ

き
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
14
日
の
地
震
で
は
、
ド
ー

ン
！
と
い
う
下
か
ら
突
き
上
げ
る

よ
う
な
衝
撃
と
と
も
に
激
し
い
揺

れ
を
感
じ
ま
し
た
。
正
直
、
生
き

た
心
地
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
地

震
発
生
直
後
、
母
の
声
を
聞
い
た

と
き
は
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
の
家
は
、
２
度
の
激
し
い
揺

れ
に
耐
え
た
も
の
の
、
亀
裂
な
ど

が
と
て
も
ひ
ど
く
、
前
震
発
生
後

の
４
週
間
ほ
ど
は
車
中
泊
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
も
私

の
家
は
井
戸
水
で
、
水
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
料
に

関
し
て
は
近
隣
の
お
店
は
開
い
て

お
ら
ず
、
唯
一
開
い
て
い
た
お
店

で
は
長
い
行
列
を
つ
く
る
ほ
ど
で

し
た
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
食
料

　

４
月
14
日
、
16
日
熊
本
を
襲
っ

た
大
地
震
に
際
し
ま
し
て
、
温
情

溢
れ
る
多
大
な
見
舞
金
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

報
道
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
お

り
、
こ
の
度
の
地
震
で
は
こ
こ
ら

辺
り
全
域
が
激
し
い
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

幸
い
家
の
者
に
怪
我
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
の
中
は

割
れ
た
ガ
ラ
ス
で
危
険
な
状
態
で

し
た
。
ま
た
、最
初
の
揺
れ
の
後
、

電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
り
、
余
震
も

続
い
て
い
て
、
近
く
で
は
火
事
も

起
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
何

が
起
き
た
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態

の
ま
ま
親
戚
の
家
に
10
日
間
ほ
ど

身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
何
と
か

余
震
の
心
配
も
遠
の
き
我
が
家
に

戻
っ
た
と
き
、
今
に
も
崩
れ
そ
う

な
家
の
状
況
に
皆
が
無
事
で
あ
っ

た
だ
け
で
も
幸
い
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
で
は
、
気
持
ち
を
切
り
替
え

て
、
早
期
の
復
興
を
目
標
に
皆
元

気
に
進
ん
で
い
こ
う
と
決
心
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
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る
た
め
の
学
費
と
し
て
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
熊
本
地
震

で
、
た
く
さ
ん
の
助
け
や
優
し
さ

に
触
れ
、
感
謝
す
る
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
将
来
は
、
公
務
員
と

し
て
人
々
の
手
助
け
を
し
て
い

き
、
熊
本
の
い
ち
早
い
復
興
に
貢

献
し
ま
す
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

今
回
は
、
熊
本
地
震
被
災
者
へ

の
お
見
舞
金
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
今
回
の
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
益
城
町
出
身
で
す
。
生

ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い

た
家
も
地
震
で
全
壊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

今
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
の
あ
る
家
が
一
瞬

に
し
て
崩
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
を

見
た
と
き
は
現
実
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ

ん
の
方
々
の
温
か
い
声
や
元
気
に

励
ま
さ
れ
、
復
興
に
向
け
家
族
そ

し
て
地
域
の
方
と
共
に
頑
張
っ
て

れ
は
税
理
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

今
後
は
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
勉

学
に
励
み
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

今
自
分
に
必
要
な
学
用
品
な
ど
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
感
謝

の
気
持
ち
を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
文
徳
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

４
月
16
日
の
本
震
か
ら
半
年
を

迎
え
ま
し
た
。
16
日
の
本
震
で
、

私
の
家
は
全
壊
と
認
定
さ
れ
、
転

居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地

震
か
ら
し
ば
ら
く
は
祖
母
の
家
に

お
世
話
に
な
り
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
大

勢
の
熊
本
の
方
や
県
外
か
ら
の
参

加
者
で
受
付
は
長
蛇
の
列
で
し

た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
、
将
来
の
夢
で
あ
る
公
務
員
に

な
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
熊
本
の
象
徴
で

あ
る
熊
本
城
が
崩
壊
し
、
復
旧
に

は
膨
大
な
費
用
と
時
間
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
生
ま
れ
育
っ
た
熊

本
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
今
回
い

た
だ
い
た
支
援
金
を
公
務
員
に
な

く
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
回
の
被
災
生
徒
支
援
金
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の

震
災
が
、
私
の
人
生
の
中
で
マ
イ

ナ
ス
の
も
の
に
な
ら
ず
、
私
の
心

を
強
く
成
長
さ
せ
る
も
の
と
な
る

よ
う
頑
張
っ
て
高
校
生
活
を
送
っ

て
い
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　【
文
徳
高
等
学
校　

２
年　

男
子
】

　

４
月
に
熊
本
を
襲
っ
た
２
度
の

大
地
震
に
よ
っ
て
私
は
住
む
家
を

失
い
、
約
３
カ
月
の
避
難
所
生
活

（
避
難
所
敷
地
内
で
の
車
中
泊
）

が
始
ま
り
ま
し
た
。
避
難
所
生
活

初
日
か
ら
約
１
週
間
は
食
べ
物
・

飲
み
物
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
と
て

も
辛
い
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
２

週
間
程
す
る
と
、
他
県
か
ら
救
援

物
資
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
食
事
が
と
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
車
中

泊
を
続
け
な
が
ら
、
仮
設
の
家
を

建
て
、
学
習
机
な
ど
も
入
れ
て

や
っ
と
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
を
経
験
し
、
多
く
の

も
の
を
失
い
ま
し
た
が
、
将
来
の

目
標
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
そ

学
し
て
い
ま
す
。
父
と
母
と
妹
は

仮
設
住
宅
か
ら
職
場
や
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
熊
本
地
震

を
経
験
し
て
、
あ
た
り
ま
え
の
生

活
が
送
れ
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
幸

せ
な
こ
と
か
を
痛
感
し
、
そ
れ
か

ら
は
日
々
、
後
悔
し
な
い
一
日
を

送
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

【
文
徳
高
等
学
校　

１
年　

男
子
】

　

家
に
全
壊
の
判
定
が
出
た
後
、

２
度
の
引
っ
越
し
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
よ

う
や
く
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る

日
々
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
本
震

後
に
強
い
ら
れ
た
避
難
所
で
の
生

活
を
、
私
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
所
に
は
他
県

か
ら
の
車
が
何
台
も
訪
れ
、
玄
関

近
く
に
は
支
援
物
資
が
沢
山
届
い

て
い
ま
し
た
。
北
海
道
や
青
森
、

沖
縄
な
ど
遠
方
の
県
か
ら
も
沢
山

の
方
々
が
来
て
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
た
い
思
い
で
一
杯
に
な
り
ま
し

た
。

　

10
月
21
日
に
鳥
取
で
も
震
度
６

弱
の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、

こ
ん
な
時
、
即
座
に
、
被
災
地
へ

温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
多

【
東
海
大
学
付
属
熊
本
星
翔
高
等
学
校

　

３
年　

女
子
】

　

４
月
16
日
、
熊
本
地
震
の
本
震

が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
は
地
震
が

起
き
た
と
き
、
２
階
の
自
分
の
部

屋
で
寝
て
い
ま
し
た
。
と
っ
さ
に

蒲
団
を
か
ぶ
り
ま
し
た
が
、
部
屋

の
中
が
ま
る
で
、
ふ
わ
ふ
わ
と
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
下
に
降
り
て
い
く

よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
こ
と
を
今

で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。家
族
は
み
ん
な
無
事
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
が
本
当
に
不
幸
中
の
幸

い
で
し
た
。
私
の
家
は
全
壊
で
、

も
う
と
て
も
住
め
る
よ
う
な
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
所

の
家
も
同
じ
く
全
壊
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

避
難
所
で
の
生
活
は
、
食
べ
物

と
い
え
ば
お
菓
子
く
ら
い
し
か
な

く
、
携
帯
電
話
も
電
波
状
態
が
悪

く
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

た
り
前
の
生
活
が
当
た
り
前
で
な

く
な
り
、
た
だ
明
日
が
来
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
半
年
、
私
は
今
、
家

族
と
離
れ
て
、
親
戚
の
家
か
ら
通

本
震
後
も
強
い
余
震
が
続
き
、
自

宅
の
壁
が
崩
れ
落
ち
て
い
く
の
を

目
の
前
で
目
撃
し
た
。
自
宅
に
い

る
の
は
危
険
だ
と
い
う
こ
と
で
祖

父
の
家
に
避
難
し
た
が
、
余
震
が

続
き
、
そ
こ
も
危
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
ば
ら
く
の
間
、
車
中
泊
の

日
々
が
続
い
た
。
と
り
あ
え
ず
自

宅
の
片
づ
け
が
落
ち
着
い
て
か
ら

は
、
近
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
、
炊
き
出
し
の
手
伝
い

な
ど
を
し
た
。
改
め
て
み
ん
な
で

助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
。

　

私
の
家
は
自
営
業
を
営
ん
で
い

る
。
商
店
街
も
か
な
り
の
被
害
を

受
け
、
近
く
の
大
型
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
は
１
カ
月
半
営

業
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ

た
。
私
の
自
宅
を
含
め
、
よ
う
や

く
復
興
に
向
け
て
の
工
事
が
始

ま
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
に

大
変
だ
と
思
う
。
私
は
こ
れ
か
ら

大
学
進
学
の
予
定
で
あ
る
が
、
助

け
合
い
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
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そ
れ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
が

必
要
な
の
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

先
日
、
全
国
の
私
立
中
高
の
皆

様
か
ら
の
支
援
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
、

私
も
両
親
も
驚
き
ま
し
た
が
、
皆

様
の
お
心
配
り
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

分
私
自
身
も
学
業
に
専
念
し
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秀
岳
館
高
校
の
生
徒
を
代
表
し

て
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
玉
名
女
子
高
等
学
校　２

年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
お
見
舞
金
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
こ
の
熊
本
地
震
で
は
、

私
の
自
宅
も
で
す
が
、
周
囲
の
建

物
な
ど
も
と
て
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
二
次
災
害

の
土
砂
崩
れ
な
ど
で
た
く
さ
ん
の

方
が
亡
く
な
り
、
現
在
も
大
変
な

生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
沢
山

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
津
波
が
猛

き
、
眠
れ
な
い
日
々
で
し
た
。
私

は
、
毎
日
、
車
中
泊
を
し
て
過
ご

し
、
と
て
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま

し
た
。
４
月
で
し
た
が
、
夜
は
冷

え
込
み
、
車
内
に
毛
布
を
持
ち
込

ん
で
寝
て
い
ま
し
た
。

　

益
城
町
に
住
む
私
の
従
兄
弟
の

家
も
被
害
を
受
け
、
避
難
所
生
活

だ
と
聞
き
ま
し
た
。
水
道
は
止
ま

り
、
ト
イ
レ
も
使
え
ず
、
洗
濯
も

で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

そ
ん
な
話
を
聞
き
、
東
日
本
大

震
災
の
時
は
も
っ
と
大
変
だ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
大
変
だ
と

思
っ
て
い
て
も
、
ど
こ
か
他
人
事

の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
と

て
も
情
け
な
く
思
え
、
今
の
私
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思

い
、
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
の

一
員
と
し
て
、
宇
城
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
向
か

う
途
中
で
は
多
く
の
家
が
半
壊
の

ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
そ
ん
な

家
々
を
見
て
、
と
て
も
胸
が
痛
く

な
り
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
膨
大

な
量
の
瓦
礫
の
山
が
あ
り
、
驚
き

ま
し
た
。
早
く
元
に
戻
る
こ
と
が

熊
本
県
民
の
願
い
で
す
。し
か
し
、

で
き
な
い
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
よ
う
な

見
舞
金
を
い
た
だ
き
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
家
族
に
少
し
で

も
楽
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

た
か
っ
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
秀
岳
館
高
等
学
校

　

２
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
、
ご
支
援
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
、
熊
本
は
突
然
の
大

き
な
地
震
で
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
私
は
当
時
、
両
親
と

買
い
物
に
出
て
い
ま
し
た
。
突
然

の
激
し
い
揺
れ
で
そ
の
場
に
い
た

全
員
が
と
っ
さ
に
身
を
か
が
め
ま

し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
棚
の
商
品

が
雪
崩
の
よ
う
に
落
ち
る
様
子
、

周
り
の
人
た
ち
の
動
揺
す
る
姿
、

揺
れ
が
収
ま
っ
た
直
後
の
妙
な
静

け
さ
。
そ
の
全
て
が
未
だ
に
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
基
礎
が
沈
み
、
瓦
も

一
部
落
ち
か
け
、
次
に
大
き
な
地

震
が
来
れ
ば
非
常
に
危
険
な
状
態

で
し
た
。
毎
日
毎
日
余
震
が
続

に
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
夜
中
に
急
な
衝
撃
に
襲
わ
れ

て
、
何
も
わ
か
ら
ず
指
示
さ
れ
る

が
ま
ま
外
に
で
ま
し
た
。
家
の
外

に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
お
り
、

怪
我
を
し
て
い
る
人
や
泣
き
わ
め

く
子
ど
も
た
ち
、
状
況
が
理
解
で

き
ず
に
慌
て
る
人
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
普
通
で
は
な
い
異
常
な

光
景
で
し
た
。
自
分
も
慌
て
て
い

ま
し
た
が
、
と
に
か
く
心
配
な
自

宅
に
向
か
い
ま
し
た
。
家
族
は
何

と
か
無
事
で
し
た
が
、
祖
父
は
頭

に
怪
我
を
し
て
い
て
、
父
は
火
傷

を
負
っ
て
い
ま
し
た
。
自
宅
は
と

て
も
入
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な

く
、
そ
の
後
、
大
規
模
半
壊
と
判

断
さ
れ
、
取
り
壊
し
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

本
震
の
あ
っ
た
夜
は
道
路
で
寝

る
こ
と
に
な
り
、
次
の
日
は
避
難

所
で
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
日
は
パ
ン
一
つ
と
水

だ
け
が
食
料
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
避
難
所
生
活
が
４
カ
月
続
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
家
の
中
の

物
ほ
と
ん
ど
を
捨
て
る
こ
と
に
な

り
、
生
活
に
困
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
今
で
も
、
み
な
し
仮
設
住

宅
に
住
ん
で
お
り
、
贅
沢
な
ん
て

い
の
中
で
絆
が
深
ま
り
、
少
し
ず

つ
前
を
向
く
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。
私
は
、
今
ま
で
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
助
け
て
い
た
だ
き
、
心

の
支
え
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
が
人
の
心

の
支
え
と
な
り
、
復
興
に
向
け
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　【
秀
岳
館
高
等
学
校　

２
年　

男
子
】

　

こ
の
度
は
、
見
舞
金
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
僕
は
、

２
回
あ
っ
た
地
震
の
う
ち
、
１
回

目
の
前
震
の
と
き
は
秀
岳
館
高
校

の
寮
に
い
ま
し
た
。
家
族
と
連
絡

が
取
れ
ず
に
、
不
安
で
た
ま
ら
な

か
っ
た
で
す
。
次
の
日
は
、
家
に

帰
り
片
付
け
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
は
ま
だ
家
の
中

も
少
し
物
が
倒
れ
た
り
壊
れ
た
り

し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
こ
ま
で
被

害
も
ひ
ど
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
油
断
し
て
い
た
訳
で
は
な

く
、
ま
さ
か
２
日
続
け
て
震
度
７

以
上
の
地
震
が
来
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
震
の
と

き
、
僕
は
家
で
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー

ス
が
な
か
っ
た
た
め
、
後
輩
の
家

い
ま
す
。

　

時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
ま
た
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平

和
な
日
々
が
来
る
と
信
じ
て
前
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。
私
も
ど
こ
か

で
他
の
人
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校　

３
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
、
熊
本
地
震
へ
の
お

見
舞
金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
震
後
、
私
の
家
は
、
半
壊
と

い
う
状
況
で
し
た
。
い
た
だ
い
た

お
見
舞
金
は
、
家
の
修
復
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
震
直

後
は
、
家
の
中
は
何
も
か
も
が
倒

れ
土
足
で
あ
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
し
た
。
初
め
て
家
の

状
態
を
見
た
と
き
は
、
も
う
一
度

こ
こ
で
住
め
る
の
か
、
と
い
う
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か

し
、
親
戚
の
方
に
も
手
伝
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
近
所
の
方
々
に
手

助
け
し
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
自

分
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
方
々
と
の
助
け
合
い
、
触
れ
合
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４
月
に
大
き
な
地
震
が
起
き
ま
し

た
。
私
が
住
む
家
も
半
壊
し
、
住

む
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
地
震
か
ら
半
年
が
経
ち
、
今

は
家
族
で
引
越
し
を
し
て
ア
パ
ー

ト
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
、５
月
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
し
か
し
、
今
は
こ
の
生

活
に
も
慣
れ
、
高
校
に
も
登
校
で

き
て
い
ま
す
。
支
援
金
や
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
家
族
も
私

も
多
く
の
方
の
優
し
さ
や
温
か
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
現
在
医
療
福
祉
科
で
学

ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
介
護
福
祉

士
と
し
て
多
く
の
方
の
役
に
立
て

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た

優
し
さ
を
将
来
は
私
が
返
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
城
北
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

　

熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被
災
し
た

私
た
ち
に
支
援
金
を
贈
呈
く
だ
さ

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
看
護
師
と
い
う
夢
に
向

か
い
、
今
、
城
北
高
校
の
看
護
科

　

こ
の
た
び
は
支
援
金
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
、
今
ま
で
住
ん

で
い
た
家
に
住
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

度
重
な
る
余
震
に
不
安
を
覚
え
な

が
ら
、車
中
泊
を
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
、
私
が
当
た
り
前
に
何
気
な

く
行
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
の
辛
さ
、
そ
し
て
で
き

て
い
た
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
改

め
て
感
じ
、
辛
い
経
験
で
あ
っ
た

も
の
の
、
今
は
、
そ
の
こ
と
に
感

謝
す
る
と
い
う
大
切
な
思
い
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
悔
や
む
よ
り
も
今

回
得
た
思
い
を
心
に
し
っ
か
り
と

留
め
、
今
ま
で
以
上
に
勉
学
に
励

ん
で
い
こ
う
、
皆
様
の
温
か
な
優

し
い
お
気
持
ち
に
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
城
北
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

　

私
が
暮
ら
し
て
い
る
熊
本
に
、

活
で
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で
つ
ら
か

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
強
く
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
金
は
、
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
城
北
高
等
学
校　

１
年　

男
子
】

　

こ
の
た
び
は
、
支
援
金
を
贈
呈

し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
自
宅
は
半
壊
と

い
う
被
害
を
受
け
、
学
校
が
始

ま
っ
て
も
車
中
泊
を
続
け
大
変
な

思
い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
地
震
で
、
普
段
の
生
活
が
ど
れ

だ
け
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

勉
学
に
励
み
、
将
来
、
医
療
人
と

し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
い
う
新
た
な
目
標
を
立
て

ま
し
た
。
こ
の
目
標
の
達
成
の
た

め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
城
北
高
等
学
校　

１
年　

女
子
】

な
り
、
１
週
間
ほ
ど
避
難
所
に
居

ま
し
た
。
現
在
は
八
代
の
み
な
し

仮
設
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
八
代
か

ら
玉
名
ま
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

　

一
時
は
進
学
を
諦
め
ま
し
た

が
、
来
年
の
春
か
ら
は
福
岡
の
医

療
系
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
す
。

こ
の
地
震
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
な
が
ら
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
回
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校　保

護
者
】

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
14
、
16
日
の
地
震
で
、
小

川
町
の
自
宅
が
全
壊
と
な
り
、
１

週
間
地
元
の
小
学
校
体
育
館
に
避

難
し
、
そ
の
後
、
八
代
の
祖
父
母

宅
で
３
カ
月
半
過
ご
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
か
ら
は
、
八
代
市
鏡
町

の
み
な
し
仮
設
の
ア
パ
ー
ト
か
ら

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
体
育
館
で
の
避
難
生

い
体
験
を
し
ま
し
た
。
家
は
壊
れ

て
家
財
も
損
傷
し
ま
し
た
が
、
幸

い
家
族
は
無
事
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
地
震
が
起
き
て
か
ら
２
週
間

く
ら
い
は
、
車
中
泊
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
家
族
で
転
居
す
る

こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
祖
母
が

ど
う
し
て
も
家
を
離
れ
た
く
な
い

と
言
い
ま
し
た
の
で
、
何
と
か
住

め
る
空
間
を
見
つ
け
、
余
震
が
続

く
不
安
の
中
で
し
の
い
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
日
本
私
立
中
学
高

等
学
校
連
合
会
様
を
通
じ
て
全
国

の
私
立
中
高
の
皆
様
か
ら
温
か
い

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
家

族
み
ん
な
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
困
難
を
乗
り
越

え
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　【
専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校　

３
年　

男
子
】

　

こ
の
度
は
、
熊
本
地
震
に
対
す

る
お
見
舞
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

熊
本
地
震
に
よ
り
家
は
全
壊
に

威
を
振
る
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

余
震
の
多
さ
と
二
次
災
害
で
多
く

の
被
害
が
出
ま
し
た
。
毎
日
続
く

地
震
に
私
は
恐
怖
を
感
じ
る
ば
か

り
で
し
た
。「
熊
本
に
地
震
は
来

な
い
」
と
い
う
何
の
根
拠
も
な
い

思
い
込
み
が
私
の
中
に
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
よ
う

な
多
く
の
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う

に
、
こ
の
地
震
を
教
訓
に
今
後
の

為
に
準
備
は
し
て
お
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
私
の
家
も
い
ろ
い

ろ
な
所
に
ヒ
ビ
が
入
り
、
崩
れ
ま

し
た
。
家
族
で
力
を
合
わ
せ
、
早

く
も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、

ま
た
熊
本
県
全
体
の
復
興
に
向
け

て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
の
夢
の
た
め
に

勉
強
を
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　【
有
明
高
等
学
校　

１
年　

男
子
】

　

私
は
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
生

ま
れ
て
初
め
て
感
じ
た
ほ
ど
の
怖

平
成
28
年
熊
本
地
震
被
災
私
立
中
高
生
徒
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
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【
城
北
高
等
学
校　

３
年　

男
子
】

　

こ
の
た
び
は
、
支
援
金
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
て
い

る
中
、
こ
の
よ
う
に
対
応
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
野
球
部
に
所
属
し
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
夏

の
大
会
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
全
国
の
皆
様
方
、
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
団
体
の
皆
様
か
ら
の

支
援
も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
最
後

の
夏
の
大
会
が
無
事
に
開
催
さ

れ
、
こ
の
こ
と
に
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
進
路
の
ほ
う
も
無
事
内

定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
今

は
学
校
生
活
に
励
ん
で
い
ま
す
。

４
月
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
熊
本

の
復
興
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ

と
で
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ

恩
返
し
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　

＊
文
中
の
誤
字
・
脱
字
・
一
部

表
現
等
に
関
し
ま
し
て
は
、
勝
手

な
が
ら
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
で
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
が

こ
の
地
震
で
家
財
を
失
い
、
私
の

家
も
半
壊
の
状
態
で
す
。
し
か

し
、
私
は
学
校
に
通
う
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
学
校
に

通
う
こ
と
は
決
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
今
私
は
将
来
看
護
師
に
な

る
た
め
に
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
た
ち
は
戴
帽
式
を
無

事
に
迎
え
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

戴
帽
式
と
は
、
先
生
が
生
徒
に
看

護
師
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
を
与
え
る
儀
式
で
す
。

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し

く
、
母
・
友
人
と
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
看
護
実

習
が
１
週
間
あ
り
、
病
院
で
し
か

学
べ
な
い
こ
と
を
学
び
、
と
て
も

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
実

習
で
も
活
か
し
て
頑
張
り
た
い
で

す
。
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
立
派

な
看
護
師
を
目
指
し
ま
す
。　
　

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

り
、
家
を
建
て
直
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
今
は
み
な
し
住
宅
で
マ
ン

シ
ョ
ン
を
借
り
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
地
震
前
よ
り
大
変
で
す
が
、

家
族
で
助
け
合
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

地
震
で
学
ん
だ
こ
と
は
仲
間
の

大
切
さ
で
す
。地
震
が
起
き
た
日
、

友
達
と
安
否
確
認
を
し
た
り
、
余

震
の
中
電
話
で
お
互
い
を
励
ま
し

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
心
強

よ
く
、
仲
間
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
学
園
祭
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
調
理
科
２
年
生
は
、

Ｊ
カ
フ
ェ
と
い
う
催
し
を
し
ま

す
。
今
は
そ
れ
に
向
け
て
大
切
な

仲
間
と
協
力
し
て
、
最
高
の
Ｊ
カ

フ
ェ
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
勉
強
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
ご
支
援
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
最
高
の
高

校
生
活
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
城
北
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
支
援
金
を
い
た
だ

た
。
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
登

校
し
て
い
た
学
校
、
部
活
動
は
続

け
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
当

に
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

３
カ
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
別
々

に
避
難
し
て
い
た
家
族
は
仮
設
住

宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
被
災
し
た
私
た
ち
は
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
金
や
品
物
だ
け

で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
こ
れ
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て

困
っ
て
い
る
方
の
力
に
な
り
、
全

国
の
皆
さ
ん
に
勇
気
の
お
返
し
を

し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
城
北
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

今
回
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
支

援
金
を
贈
呈
下
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
家
は
、
大
規
模
半
壊
に
な

先
日
、
阿
蘇
山
が
噴
火
し
、
危
険

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
悲
劇
が
続
い
て
私
が
思
っ

た
こ
と
は
、
世
の
中
に
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
自
然
環
境
で
す
。
自
然

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
今
回
の
地
震
や
台
風

な
ど
も
そ
う
で
す
。
過
去
に
あ
っ

た
こ
と
を
教
訓
に
し
て
未
来
を
切

り
開
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
未
来

の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち

は
そ
れ
ら
を
考
え
て
実
現
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
城
北
高
等
学
校　

２
年　

女
子
】

　

私
の
自
宅
は
熊
本
市
内
に
あ
り

ま
す
。
１
年
前
に
私
た
ち
姉
妹
の

た
め
に
購
入
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
全
壊
し

て
し
ま
い
、
漏
水
に
よ
り
、
大
切

な
思
い
出
の
品
も
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
ず
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
住
む
家

が
な
く
な
っ
た
と
知
っ
た
と
き
は

悲
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

で
学
ん
で
い
ま
す
。
同
じ
夢
を
持

つ
仲
間
と
出
会
い
、
希
望
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
私
た
ち
を
地
震
が
襲

い
ま
し
た
。
揺
れ
で
、
家
の
中
は

足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
物
が
散

乱
し
、
真
新
し
い
制
服
や
教
科

書
、
ノ
ー
ト
な
ど
ど
こ
に
あ
る
の

か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
何

と
か
学
校
で
必
要
な
も
の
を
探
し

出
し
、
し
ば
ら
く
親
戚
の
家
に
避

難
を
し
、
そ
こ
か
ら
通
学
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
を
マ

イ
ナ
ス
に
考
え
て
し
ま
っ
て
い
た

私
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
、
友
達

や
学
校
の
先
生
方
で
し
た
。
そ
し

て
、
ど
ん
な
困
難
に
も
明
る
く
前

向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
両
親
、
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の

方
か
ら
い
つ
も
や
る
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

５
年
間
、
し
っ
か
り
と
勉
学
に

励
み
、
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格

し
、
人
の
役
に
立
ち
笑
顔
溢
れ
る

看
護
師
に
な
り
社
会
に
貢
献
し
ま

す
。

【
城
北
高
等
学
校　

２
年　

男
子
】

　

私
の
家
は
半
壊
し
、
近
く
の
道

路
に
は
大
き
な
ひ
び
が
入
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、


